
論
説
日
本
の
旧
植
民
地
に
お
け
る
歴
史
・
考
古
学
系

博
物
館
の
持
つ
政
治
性

1
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
及
び

　
　
事
例
と
し
て
ー

は
じ
め
に

「
満
洲
国
」
国
立
（
中
央
）
博
物
館
を

大
　
出
　
尚
　
子

　
博
物
館
の
持
つ
機
能
は
、
植
民
地
統
治
と
深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
相
互
関
係
は
西
欧
だ
け
で
な
く
、
戦
前
期
日
本

と
植
民
地
化
さ
れ
た
諸
地
域
に
も
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
世
紀
の
西
欧
植
民
地
主
義
は
、
植
民
地
に
あ
る
遺
跡
を
博
物
館
化
す
る
こ
と
で
、
支
配
を
正
当
化
し
た
。
ま
た
、
他
者
像
を
構

成
す
る
装
置
と
し
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
博
物
館
は
、
文
学
や
映
画
の
よ
う
な
表
現
形
態
に
比
べ
て
、
植
民
地
化
と
の
関
係
が
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
に
深
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
博
物
館
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
、
国
民
国
家
形
成
・
維
持
の
た
め
の
諸
制
度
が
整
え
ら

大出日本の旧植民地における歴史・考古学系博物館の持っ政治性1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
る
な
か
で
、
国
民
統
合
の
た
め
の
一
つ
の
装
置
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
。
日
本
に
お
い
て
博
物
館
の
諸
制
度
は
、
明
治
初
期
に
西

欧
か
ら
移
入
さ
れ
た
。
明
治
新
政
府
は
殖
産
興
業
の
一
環
と
し
て
博
覧
会
の
開
催
を
推
進
し
、
そ
の
後
、
博
覧
会
の
展
示
物
と
建
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

利
用
し
て
常
設
の
博
物
館
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
帝
国
主
義
化
に
伴
う
植
民
地
拡
大
を
背
景
に
展
開
し
た
日
本

の
博
物
館
政
策
は
、
「
内
地
」
に
と
ど
ま
ら
ず
「
外
地
」
で
も
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
博
物
館
も
西
欧
諸
国
と
同
様
に

植
民
地
統
治
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
台
湾
・
朝
鮮
・
樺
太
、
そ
し
て
関
東
州
や
「
満
洲
国
」
で
は
、
日
本
人
の
主
導
に
よ
っ
て
博
物
館
が
設
置
さ
れ
た
。
先
行
研
究
で
は
、

日
本
の
旧
植
民
地
に
お
け
る
博
物
館
政
策
に
関
し
て
、
博
物
館
設
置
者
の
政
治
的
意
図
が
問
わ
れ
て
き
た
。
山
室
信
一
は
、
朝
鮮
総
督

府
博
物
館
や
総
督
府
恩
賜
記
念
科
学
館
を
日
本
人
の
「
新
た
な
学
知
の
優
位
性
を
体
現
す
る
装
置
」
、
「
満
洲
国
」
国
立
中
央
博
物
館
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
独
立
国
家
と
し
て
の
体
裁
」
が
整
え
ら
れ
る
な
か
で
設
立
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
特
に
、
研
究
蓄
積
の
薄
い
「
満
洲
国
」
の
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

物
館
に
関
す
る
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
議
論
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
旧
植
民
地
博
物
館
の
政
治
性
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、

朝
鮮
半
島
・
中
国
東
北
に
固
有
の
歴
史
性
・
地
域
性
や
運
営
者
の
相
違
を
も
考
慮
に
入
れ
、
個
々
の
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ど
の
よ
う
な
考
え
、
あ
る
い
は
明
示
的
で
は
な
い
も
の
も
含
む
ど
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は

各
地
域
の
統
治
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
な
ど
、
議
論
を
深
め
る
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
視
角
か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
「
満
洲
国
」
に
設
置
さ
れ
た
個
別
の
博
物
館
を
取
り
上
げ
、
設
置
場
所
・

時
期
・
運
営
者
な
ど
各
要
素
の
相
互
関
係
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
博
物
館
が
持
つ
政
治
性
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ま
た
、
そ

う
し
た
作
業
を
通
じ
て
「
満
洲
国
」
の
実
態
の
解
明
に
挑
ん
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
前
述
の
研
究
成
果
と
視
角
を
朝
鮮
の
博
物
館
事
業

の
検
討
に
援
用
す
る
。
ま
た
、
朝
鮮
や
「
満
洲
国
」
の
博
物
館
を
「
植
民
地
博
物
館
」
と
一
括
り
に
す
る
既
成
の
枠
組
み
に
束
縛
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
朝
鮮
が
台
湾
・
樺
太
や
関
東
州
と
と
も
に
「
植
民
地
帝
国
日
本
」
の
「
公
式
の
帝
国
」
の
一
部
と
し
て
認
め
ら
れ
た
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（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

地
域
で
あ
り
、
「
満
洲
国
」
が
「
非
公
式
の
帝
国
」
で
あ
っ
た
点
に
留
意
し
た
考
察
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
こ
の
違
い
が
、
個
々
の
博

物
館
の
運
営
方
針
や
諸
活
動
・
展
示
の
次
元
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
表
面
化
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
具
体
的
な
作

業
と
し
て
は
、
ま
ず
朝
鮮
で
中
央
博
物
館
の
役
割
を
担
っ
た
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
と
、
「
満
洲
国
」
で
中
央
博
物
館
の
役
割
を
担
っ
た

「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
（
後
に
「
満
洲
国
」
国
立
中
央
博
物
館
に
改
組
）
を
姐
上
に
乗
せ
、
設
立
背
景
・
設
立
目
的
・
建
物
の
立
地
・

職
制
・
収
蔵
品
の
来
歴
・
展
示
の
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
性
・
地
域
性
と
植
民
地
と
し
て
の
政
策
課
題
と
の
対
応
関
係
か

ら
比
較
検
討
す
る
。
そ
し
て
こ
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
と
「
満
洲
国
」
国
立
（
中
央
）
博
物
館
の
展
示
構
成
に
反

映
さ
れ
た
歴
史
叙
述
の
政
治
性
を
解
明
す
る
。

第
一
章
　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
と
「
満
洲
国
」
国
立
（
中
央
）
博
物
館
の
設
立
の
背
景
と
目
的

（一

j
　
沿
革

　
朝
鮮
で
は
、
一
九
一
〇
年
九
月
三
〇
日
、
勅
令
第
三
五
四
号
・
朝
鮮
総
督
府
官
制
が
発
布
さ
れ
、
朝
鮮
総
督
府
が
設
置
さ
れ
た
。
そ

し
て
一
九
一
五
年
九
月
か
ら
一
〇
月
、
朝
鮮
王
朝
の
王
宮
で
あ
っ
た
景
福
宮
内
に
お
い
て
「
総
督
府
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
」

が
開
催
さ
れ
、
一
一
月
一
九
日
、
告
示
第
二
九
六
号
に
「
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
ヲ
京
城
旧
景
福
宮
内
二
設
置
シ
大
正
四
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ヨ
リ
一
般
ノ
観
覧
ヲ
許
ス
」
と
記
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
総
督
府
博
物
館
が
開
館
し
た
。
一
九
二
六
年
六
月
二
〇
日
に
は
、
総
督
府
博

物
館
慶
州
分
館
が
開
館
し
た
。
ま
た
一
九
三
九
年
四
月
に
は
、
一
九
二
九
年
に
開
設
さ
れ
た
百
済
遺
物
陳
列
館
が
総
督
府
博
物
館
扶
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

分
館
に
再
編
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
三
九
年
五
月
に
は
公
州
分
館
の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
、
本

館
と
三
つ
の
分
館
を
有
し
て
い
た
。

大出日本の旧植民地における歴史・考古学系博物館の持つ政治性3



　
中
国
東
北
で
は
、
一
九
三
二
年
三
月
一
日
に
「
満
洲
国
」
が
建
国
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
、
日
本
の
外
務
省
文
化
事
業
部
が
「
東
方

文
化
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
満
洲
国
」
に
対
す
る
文
化
面
の
「
助
成
・
協
力
」
に
着
手
し
た
。
一
九
三
三
年
一
〇
月
一
七
日
～
一
九

日
に
「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
の
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
が
成
立
す
る
と
、
同
協
会
が
国
立
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

物
館
の
設
立
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
設
立
は
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
清
朝
の
遺
臣
た
ち
と
の
協
同
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
、

一
九
三
五
年
六
月
一
日
、
奉
天
に
国
立
博
物
館
が
開
館
し
た
。
ま
た
、
満
鉄
教
育
研
究
所
附
属
教
育
参
考
館
の
流
れ
を
く
む
自
然
科
学

系
博
物
館
が
新
京
に
開
設
さ
れ
、
一
九
三
九
年
一
月
一
日
に
国
立
中
央
博
物
館
が
官
制
施
行
す
る
と
、
新
京
の
博
物
館
は
「
国
立
中
央

博
物
館
新
京
本
館
」
、
奉
天
の
国
立
博
物
館
は
「
国
立
中
央
博
物
館
奉
天
分
館
」
に
改
組
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
七
月
一
五
日
、
新
京

本
館
の
大
経
路
展
示
場
（
常
設
展
示
場
）
が
開
館
し
、
ま
た
開
館
当
初
か
ら
副
館
長
・
藤
山
一
雄
の
構
想
に
よ
る
民
俗
展
示
場
の
建
設

が
進
め
ら
れ
、
一
九
四
一
年
九
月
に
は
、
民
俗
展
示
場
の
第
一
号
館
と
な
る
漢
族
農
家
の
家
屋
が
完
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九

四
五
年
八
月
九
日
の
ソ
連
軍
の
進
攻
に
よ
り
大
経
路
展
示
場
は
破
壊
さ
れ
、
民
俗
展
示
場
も
八
月
一
五
日
に
予
定
し
て
い
た
第
二
次
開

館
式
を
待
た
ず
に
「
満
洲
国
」
の
崩
壊
と
と
も
に
消
滅
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
改
組
後
の
国
立
中
央
博
物
館
は
、
新
京
本
館
の
大
経

路
展
示
場
と
民
俗
展
示
場
、
及
び
奉
天
分
館
の
三
つ
の
施
設
を
有
し
て
い
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
国
立
博
物
館
期
（
奉
天
、
一
九
三

五
年
～
一
九
三
九
年
）
を
第
一
期
、
国
立
中
央
博
物
館
期
（
新
京
本
館
・
奉
天
分
館
、
一
九
三
九
年
～
一
九
四
五
年
）
を
第
二
期
と
称

す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
二
）
　
設
立
契
機

　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
、
一
九
一
五
年
九
月
一
一
日
か
ら
一
〇
月
三
一
日
に
、
景
福
宮
で
開
催
さ
れ
た
「
総
督
府
始
政
五
年
記
念
朝

鮮
物
産
共
進
会
」
の
終
了
後
、
同
年
一
二
月
一
日
に
開
館
し
た
。
こ
こ
で
ま
ず
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
が
、
博
覧



会
や
物
産
展
を
契
機
に
博
物
館
が
設
置
さ
れ
た
日
本
「
内
地
」
及
び
台
湾
と
同
様
の
経
過
を
辿
っ
て
設
立
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、

開
館
前
後
の
展
示
は
、

　
　
大
正
四
年
九
月
よ
り
一
〇
月
に
亘
り
京
城
景
福
宮
内
に
施
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
を
開
催
す
る
や
、
場
内
の
中
央
に
煉
瓦

　
　
建
重
層
の
美
術
館
を
建
て
、
館
内
中
央
広
間
に
は
慶
州
南
山
の
薬
師
寺
如
来
座
像
・
甘
山
寺
石
仏
を
据
へ
、
周
囲
に
は
有
名
な
る

　
　
石
窟
庵
の
仁
王
・
菩
薩
・
天
帝
の
模
造
を
嵌
し
、
階
上
階
下
の
陳
列
室
に
は
三
国
時
代
以
下
各
時
代
の
歴
史
的
美
術
的
参
考
品
を

　
　
陳
列
し
、
以
て
朝
鮮
各
時
代
の
美
術
工
芸
並
に
文
化
を
紹
介
し
た
。
本
館
の
陳
列
品
は
古
蹟
調
査
に
依
つ
て
発
掘
ま
た
は
蒐
集
し

　
　
得
た
所
の
も
の
を
漸
次
整
理
陳
列
し
て
之
を
充
実
し
、
又
は
地
方
に
破
損
存
在
す
る
有
名
な
る
塔
碑
仏
像
の
如
き
は
、
動
も
す
る

　
　
と
全
く
失
亡
の
虞
あ
る
を
以
て
、
此
等
は
鄭
重
に
遺
片
を
拾
集
し
て
博
物
館
に
運
搬
移
転
し
、
一
に
は
衆
庶
の
観
覧
に
供
し
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
に
は
之
が
保
存
を
確
実
に
し
た
も
の
も
勘
く
な
い
。

と
あ
る
よ
う
に
、
共
進
会
時
の
建
物
と
展
示
品
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
開
館
以
後
は
文
物
保
存
を
名
目
と
し
て
古
蹟
調
査
に
よ
る
学
術

発
掘
品
を
収
集
・
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
館
内
を
充
実
さ
せ
て
い
く
意
向
が
あ
っ
た
。
な
お
、
共
進
会
の
意
図
は
、
朝
鮮
人
に
対
し

て
は
日
本
統
治
下
で
の
産
業
の
発
展
ぶ
り
を
認
め
さ
せ
、
日
本
人
に
対
し
て
は
朝
鮮
産
業
の
発
展
し
た
状
況
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
置

　
　
　
（
1
6
）

か
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
朝
鮮
王
朝
の
王
宮
で
共
進
会
を
開
催
す
る
こ
と
自
体
が
、
日
本
の
、
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
を
象
徴

す
る
出
来
事
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
は
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
成
立
し
た
「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
設
置
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
創
設
前
に
は
、
奉
天
故
宮
の
文
湖
閣
『
四
庫
全
書
』
等
の
古
典
籍
保
存
を
目

的
と
し
、
館
長
を
衰
金
鎧
、
副
館
長
を
金
鱗
繊
と
し
て
一
九
三
二
年
六
月
一
八
日
に
国
立
図
書
館
が
開
館
し
た
。
国
立
図
書
館
の
開
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

当
初
は
、
新
た
に
国
立
文
化
院
を
創
設
し
て
図
書
館
と
と
も
に
博
物
館
を
併
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
国
立
文
化
院
は

大出日本の旧植民地における歴史・考古学系博物館の持っ政治性5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

二
、
研
究
所
ノ
経
営
、
二
、
図
書
館
ノ
経
営
、
三
、
博
物
館
ノ
経
営
」
を
行
い
「
博
物
館
ハ
奉
天
故
宮
内
二
置
ク
」
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
立
文
化
院
の
一
機
関
と
し
て
奉
天
故
宮
を
国
立
の
博
物
館
と
す
る
計
画
が
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
図
書
館
が

旧
張
学
良
邸
に
、
博
物
館
が
旧
湯
玉
麟
邸
に
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
国
立
文
化
院
構
想
は
自
然
消
滅
し
た
。

（
三
）
　
建
物
の
立
地

　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
展
示
室
は
、
一
九
一
五
年
の
共
進
会
の
際
、
景
福
宮
内
に
建
造
さ
れ
た
美
術
館
を
引
き
継
い
だ
本
館
、
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

景
福
宮
の
勤
政
殿
・
思
政
殿
・
修
政
殿
が
充
て
ら
れ
た
。
な
か
で
も
修
政
殿
に
は
、
大
谷
光
瑞
が
西
域
探
検
の
際
に
収
集
し
た
発
掘
品

　
　
　
　
（
2
1
）

が
展
示
さ
れ
た
。
総
督
府
博
物
館
は
、
景
福
宮
内
に
、
宮
殿
の
一
部
を
壊
し
て
建
造
さ
れ
た
総
督
府
庁
舎
と
と
も
に
、
政
治
的
支
配
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

文
化
的
支
配
を
視
覚
的
に
訴
え
る
効
果
が
あ
り
、
植
民
地
朝
鮮
に
対
す
る
政
策
課
題
と
も
符
合
し
て
い
た
。

　
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
は
、
一
九
三
四
年
一
月
に
、
奉
天
市
商
埠
地
八
緯
路
に
あ
っ
た
旧
王
松
岩
邸
に
国
立
博
物
館
簿
備
事
務
所

を
開
設
し
た
後
、
旧
熱
河
総
督
の
湯
玉
麟
邸
を
利
用
し
て
開
館
し
た
。

　
さ
て
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
と
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
の
立
地
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
上
す
る
。
な
ぜ
、
「
満

洲
国
」
で
は
、
国
立
文
化
院
構
想
の
段
階
に
お
い
て
「
博
物
館
ハ
奉
天
故
宮
内
二
置
ク
」
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は

清
朝
の
副
都
・
盛
京
の
宮
殿
で
あ
っ
た
奉
天
故
宮
を
国
立
博
物
館
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
「
満
洲
国
」
に
お
け
る
奉
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

故
宮
博
物
館
の
位
置
付
け
は
、
「
奉
天
省
公
署
教
育
庁
長
ノ
管
理
二
属
」
す
る
省
立
の
博
物
館
で
あ
っ
た
。
奉
天
故
宮
博
物
館
を
管
掌

し
て
い
た
奉
天
省
教
育
庁
が
刊
行
し
た
『
礼
教
概
要
』
に
よ
る
と
、
一
九
三
四
年
時
点
で
奉
天
省
は
「
博
物
館
、
図
書
館
、
教
育
館
を

拡
充
し
て
民
智
を
啓
蒙
し
文
化
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
、
「
奉
天
省
立
故
宮
博
物
館
、
奉
天
省
立
図
書
館
の
拡
充
利
用
」
と
い
う
方
針

　
　
　
　
（
以
）

を
掲
げ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
二
年
後
の
一
九
三
六
年
四
月
末
日
を
も
っ
て
、
奉
天
故
宮
は
閉
鎖
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
突
然
と
も
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い
え
る
計
画
変
更
の
背
景
に
は
「
満
洲
国
」
特
有
の
事
情
、
す
な
わ
ち
清
朝
皇
帝
権
力
の
表
象
で
あ
る
奉
天
故
宮
を
、
清
朝
の
復
辟
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

家
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
「
満
洲
国
」
の
国
立
博
物
館
と
す
る
こ
と
に
躊
躇
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
　
所
管
と
職
員

　
朝
鮮
総
督
府
は
、
関
野
貞
を
中
心
に
内
務
部
で
進
め
て
い
た
古
蹟
調
査
と
、
鳥
居
龍
蔵
が
一
九
＝
年
か
ら
学
務
局
編
輯
課
で
進
め

て
い
た
資
料
調
査
の
二
つ
の
事
業
を
統
合
し
、
一
九
一
六
年
四
月
に
総
務
部
総
務
課
に
移
管
し
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
総
督
府
博
物
館
が

統
轄
し
た
。
ま
た
、
博
物
館
開
館
翌
年
の
一
九
一
六
年
に
は
「
古
蹟
及
遺
物
保
存
規
則
」
の
発
布
、
「
古
蹟
調
査
委
員
会
規
程
」
の
制

定
、
古
蹟
調
査
委
員
会
及
び
博
物
館
協
議
会
の
設
置
と
、
博
物
館
事
業
関
連
法
規
の
整
備
、
博
物
館
事
業
の
組
織
化
が
な
さ
れ
た
。
一

九
二
〇
年
に
は
庶
務
部
文
書
課
、
一
九
二
二
年
七
月
に
は
学
務
局
宗
教
課
所
管
の
古
社
・
古
建
築
保
存
事
務
と
統
合
し
た
学
部
局
古
蹟

調
査
課
、
一
九
二
五
年
七
月
に
は
学
務
局
宗
教
課
に
、
博
物
館
・
古
蹟
・
古
建
築
・
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
保
存
等
の
事
業
が
移
管
さ

れ
た
。
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
は
独
立
し
た
職
制
が
無
く
、
館
長
を
置
か
ず
、
総
督
府
所
属
の
事
務
官
が
主
任
と
し
て
業
務
を
統
轄
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

二
～
三
名
の
技
手
と
五
～
六
名
の
雇
員
が
活
動
を
担
っ
た
。
古
蹟
調
査
は
、
古
蹟
調
査
委
員
会
の
も
と
で
博
物
館
が
そ
の
事
業
を
担
当

し
て
い
た
の
だ
が
、
管
見
の
限
り
で
、
古
蹟
調
査
事
業
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、
古
蹟
調
査
委
員
の
関
野
貞
・
黒
板
勝
美
・
今
西
龍
・
鳥

居
龍
蔵
・
小
田
省
吾
・
浅
見
倫
太
郎
・
工
藤
壮
平
・
劉
猛
・
柳
正
秀
・
具
義
書
・
谷
井
済
一
・
濱
田
耕
作
・
原
田
淑
人
・
池
内
宏
、
嘱

託
研
究
員
の
有
光
教
一
・
藤
田
亮
策
、
嘱
託
職
員
の
梅
原
末
治
・
小
場
恒
吉
・
小
泉
顕
夫
・
澤
俊
「
・
野
森
健
・
椎
本
亀
次
郎
・
小
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

敬
吉
・
馬
場
是
一
郎
で
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
を
担
当
し
た
の
は
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
職
員
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
朝
鮮
総
督
府
博

物
館
に
は
学
芸
員
組
織
が
無
く
、
例
え
ば
藤
田
亮
策
は
、
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
と
し
て
朝
鮮
史
講
座
の
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
主
任
を
兼
任
し
て
い
た
。
ま
た
朝
鮮
総
督
府
の
小
田
省
吾
は
、
博
物
館
課
長
を
兼
任
し
た
。
な
お
、
朝
鮮
で
は

大出日本の旧植民地における歴史・考古学系博物館の持っ政治性7



法
規
上
、
総
督
府
が
任
命
し
た
古
蹟
調
査
委
員
か
総
督
府
博
物
館
職
員
で
な
け
れ
ば
遺
蹟
の
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
総
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

府
が
実
施
す
る
発
掘
調
査
以
外
は
「
私
掘
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
職
制
か
ら
み
て
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
古
蹟
調
査
と
博
物
館
事

業
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
満
洲
国
」
で
は
、
一
九
三
二
年
三
月
九
日
に
「
政
府
組
織
法
」
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
務
院
が
「
満
洲
国
」
の
行
政
府

と
な
り
、
同
時
に
公
布
さ
れ
た
「
国
務
院
官
制
」
に
よ
り
国
務
院
民
政
部
の
な
か
に
文
教
司
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
七
月
五
日
、
文
教

司
は
民
政
部
か
ら
独
立
し
て
文
教
部
と
な
り
、
文
教
部
に
総
務
司
・
学
務
司
・
礼
教
司
が
設
置
さ
れ
た
。
博
物
館
は
、
社
会
教
育
の
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

設
と
位
置
付
け
ら
れ
、
文
教
部
礼
教
司
社
会
教
育
科
成
人
教
育
股
が
管
轄
し
た
。
国
立
博
物
館
の
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
職

員
に
は
、
ま
ず
、
「
奉
天
地
方
自
治
会
」
「
奉
天
地
方
維
持
委
員
会
」
の
構
成
員
で
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
奉
天
地
方
政
界
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

っ
て
い
た
楊
鍾
義
が
鄭
孝
胃
か
ら
要
請
を
受
け
て
館
長
に
就
任
し
、
雇
員
に
園
田
義
範
・
井
上
経
春
・
深
澤
セ
ツ
子
・
佐
々
木
徳
子
、

嘱
託
に
前
田
荘
三
・
河
瀬
松
三
、
一
年
期
限
の
嘱
託
に
小
平
総
治
・
穆
敏
・
長
陞
・
邦
慶
柏
が
い
た
。
な
お
、
嘱
託
の
前
田
と
河
瀬
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

文
教
部
庶
務
科
の
職
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
三
枝
朝
四
郎
・
宮
崎
浩
・
上
原
之
節
・
高
橋
匡
四
郎
・
岩
間
徳
也
・
三
宅
俊
成
・
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

田
一
亀
・
島
田
貞
彦
・
森
修
な
ど
が
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
七
年
＝
月
に
は
、
「
満
洲
国
」
終
焉
後
も
同
館
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

動
を
担
っ
た
李
文
信
が
、
学
芸
官
佐
と
し
て
任
用
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
の
国
立
中
央
博
物
館
官
制
施
行
後
は
、
「
国
立
中
央
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

官
制
」
第
二
条
で
館
長
に
「
満
人
」
を
特
任
官
と
し
て
充
て
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
館
長
不
在
の
ま
ま
、
副
館
長
の
藤
山
一
雄

が
博
物
館
の
運
営
を
取
り
仕
切
っ
た
。
そ
の
他
、
国
立
中
央
博
物
館
の
職
員
に
は
、
新
京
本
館
の
自
然
科
学
部
の
学
芸
官
に
遠
藤
隆
次
、

木
場
一
夫
、
二
井
内
勝
治
、
野
田
光
雄
、
北
川
政
夫
、
学
芸
官
佐
と
し
て
尊
田
是
が
、
奉
天
分
館
の
人
文
科
学
部
の
学
芸
官
に
三
宅
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

悦
、
羅
福
願
、
学
芸
官
佐
に
李
文
信
、
嘱
託
職
員
と
し
て
小
平
総
治
、
上
原
之
節
が
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
職
員
に
つ
い
て
全
京
秀
は
、
三
〇
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
博
物
館
活
動
を
展
開
す
る
な
か
で
、

8東洋文化研究14号



そ
の
間
に
朝
鮮
人
の
専
門
家
を
た
だ
の
一
人
も
育
成
せ
ず
、
朝
鮮
文
化
に
関
す
る
研
究
と
、
展
示
を
担
当
す
る
博
物
館
の
経
営
、
そ
し

て
専
門
的
な
業
務
過
程
か
ら
朝
鮮
人
を
徹
底
し
て
排
除
し
、
総
督
府
時
代
に
は
植
民
地
出
身
の
学
者
を
全
く
育
成
し
な
か
っ
た
と
指
摘

す
る
。
さ
ら
に
全
は
、
植
民
地
時
代
に
専
門
家
が
育
成
さ
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ソ
ウ
ル
と
平
壌
で
は
日
本
人
専
門
家
を
抑
留
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

発
掘
調
査
の
知
識
を
習
得
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
他
方
、
中
国
東
北
で
は
、
元
国
立
中
央
博
物
館
の
学
芸
官
ら
が
、
「
満
洲
国
」
終
焉
後
に
中
国
東
北
の
考
古
学
界
・
博
物
館
界
を
牽

引
し
た
。
一
九
三
三
年
の
渤
海
東
京
城
調
査
に
参
加
し
た
金
銃
繊
は
、
国
立
中
央
博
物
館
奉
天
分
館
が
一
九
四
五
年
に
国
立
藩
陽
博
物

院
に
改
組
さ
れ
た
際
に
院
長
に
就
任
し
、
李
文
信
は
考
古
学
者
と
し
て
、
羅
福
噸
は
金
石
学
者
と
し
て
「
満
洲
国
」
終
焉
後
の
該
館
の

　
　
　
　
（
4
1
）

活
動
を
支
え
た
。
こ
の
よ
う
に
「
満
洲
国
」
の
博
物
館
は
、
戦
後
の
博
物
館
界
へ
の
人
材
の
供
出
と
い
う
点
に
お
い
て
、
朝
鮮
の
博
物

館
の
事
例
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
　
収
蔵
品
の
来
歴

　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
で
は
、
開
館
時
は
一
九
一
五
年
の
共
進
会
の
展
示
品
及
び
朝
鮮
総
督
寺
内
正
毅
の
寄
付
金
に
よ
り
鮎
貝
房
之
進

（『

ｩ
鮮
地
名
放
』
『
姓
氏
孜
及
族
制
致
』
の
著
者
）
や
三
宅
長
策
（
京
城
控
訴
院
部
長
・
弁
護
士
）
等
の
日
本
人
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
購

入
し
た
文
物
を
中
心
と
し
、
開
館
以
後
は
、
主
に
古
蹟
調
査
で
収
集
し
た
学
術
発
掘
品
・
山
田
鉗
次
郎
や
関
口
半
平
壌
高
等
法
院
検
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

長
の
寄
贈
品
（
主
に
楽
浪
の
遺
物
）
・
古
物
店
か
ら
の
購
入
品
を
展
示
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
展
示
室
の
構
成
は
、
【
表
①
】
の

　
　
　
　
（
4
3
）

と
お
り
で
あ
る
。
収
蔵
品
は
一
九
三
三
年
時
点
で
一
万
二
九
〇
八
点
、
【
表
②
】
の
展
示
品
と
「
外
支
那
収
集
参
考
品
」
一
四
四
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

計
二
六
四
一
点
を
展
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
の
収
蔵
品
は
、
開
館
ま
で
の
半
年
余
り
の
聞
に
、
主
に
以
下
の
六
つ
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
。
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第
一
に
、
張
作
罧
・
張
学
良
父
子
の
旧
蔵
品
で
主
に
乾
隆
年
間
製
の
美
術
工
芸
品
、
順
治
帝
・
康
煕
帝
・
雍
正
帝
・
乾
隆
帝
・
嘉
慶
帝

の
書
、
明
・
清
代
の
書
画
骨
董
類
。
第
二
に
、
湯
玉
麟
・
湯
佐
栄
父
子
の
旧
蔵
品
で
も
と
は
清
朝
歴
代
皇
帝
の
命
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ

た
文
物
、
乾
隆
年
間
製
の
美
術
工
芸
品
、
遼
代
の
墓
誌
。
第
三
に
、
羅
振
玉
か
ら
の
寄
贈
品
。
羅
振
玉
は
周
・
戦
国
・
漢
各
代
の
銅
器
、

漢
・
六
朝
・
唐
・
元
各
代
の
明
器
・
桶
類
を
は
じ
め
、
多
数
の
文
物
を
博
物
館
へ
寄
贈
し
て
い
る
。
第
四
に
、
黒
田
源
次
、
山
下
泰
蔵
、

杉
村
勇
造
か
ら
の
寄
贈
・
寄
託
品
で
、
遼
代
の
陶
器
と
し
て
特
徴
的
な
「
鶏
冠
壼
」
な
ど
の
古
器
。
第
五
に
、
陶
湘
の
旧
蔵
品
で
、

【表①】朝鮮総督府博物館の展示室の構成（1926年）

本　館 第1室 仏教遺物

第2室 三国時代及び新羅一統時代

第3室 高麗時代及び李朝時代

第4室 楽浪帯方時代

第5室 特殊品陳列

第6室 書画

修政殿 中央亜細亜発掘品

西廻廊 李朝時代各種銃炮類
　　勤政殿

i閉館＝1926～？）
東廻廊 高麗李朝の塔碑石棺，石造

ｨよび鉄造の仏像類

思政殿 ？

出典：『朝鮮総督府博物館報』1，1926年，5－16頁。なお，1935

　　年2月時点の本館の展示室構成は「ホール」「三国時代古

　　墳出土品」「楽浪帯方郡時代遺物」「絵画・壁画模写」「高

　　麗李朝時代工芸品及仏教関係遺物」（小泉顕夫「朝鮮博物

　　館見学旅日記」『ドルメン』4－3，岡書院，1935年，32－36

　　頁。）

【表②】朝鮮総督府博物館本館陳列品および出品数

仏像仏具 178 土　器 179

陶磁器 184 古瓦博 88

古　銭 70 古　鏡 153

武　器 338 馬　具 76

書　画 91 装身具 475

活　字 9 印　鑑 24

棺および棺金具 46 塔碑および燈籠 32

土　偶 76 雑　品 478

出典：『朝鮮総督府博物館報』4，1933年，29頁。
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【表③】「満洲国」国立博物館の開館時の

　　　展示構成（1935年）

第1室 仏　像 第2室 服　飾

第3室 仏像及び仏器 第4室 銅　器

第5室 銅器及び陶器 第6室 陶磁器

第7室 磁　器 第8室 景泰藍

第9室 文房及び什器 第10室 銅版画

第11室 清代書画 第12室 御　筆

第13室 御　筆 第14室 明・清代書画

第15室 明代書画 第16室 宋・元代書画

第17室 宝　座 第18室 刺　繍

第19室 刻　縣 第20室 明　器

第21室 墓　誌 第22室 古代遺物

廊　路 掛　屏 別　室 墓　誌

出典1『盛京時報』康徳2年5月31日4面および著者

　　不明「満洲国立博物館陳列品目録」『満蒙』16－

　　7，1935年，173－180頁。

考
古
学
調
査
と
関
連
の
深
い
「
鶏
冠
壼
」
及
び
墓
誌
で
あ

っ
た
。

　
開
館
以
後
は
、
東
亜
考
古
学
会
（
一
九
二
六
年
創
立
）

に
よ
る
赤
峰
や
東
京
城
に
お
け
る
学
術
発
掘
品
な
ど
出
拠

の
明
ら
か
な
学
術
価
値
の
高
い
収
蔵
品
が
増
加
し
、
一
九

三
六
年
一
一
月
時
点
で
四
五
三
三
点
（
う
ち
陳
列
品
一
四

　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

八
七
点
）
と
な
っ
た
。

　
国
立
博
物
館
で
は
、
開
館
以
後
着
手
さ
れ
た
展
示
の
一

部
陳
列
替
え
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
中
心
的
か
つ
最
も
珍

重
さ
れ
て
い
た
既
存
の
遼
代
の
墓
誌
に
代
わ
り
、
高
句
麗

（
輯
安
）
、
渤
海
国
（
東
京
城
）
、
遼
（
ワ
ー
リ
マ
ン
ハ
ー
1

「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
が
、
外
務
省
文
化
事
業
部
の
資
金
援
助
を
受
け
て
購
入
し
、
博
物
館
へ
寄
贈
し
た
北
魏
か
ら
唐
の
墓
誌

　
　
　
　
　
（
4
6
）

類
四
六
種
六
二
点
。
第
六
に
、
朱
啓
鈴
旧
蔵
の
宋
・
元
・
明
・
清
代
の
刻
糸
・
刺
繍
で
あ
る
。

　
以
上
に
挙
げ
た
収
集
ル
ー
ト
の
影
響
か
ら
、
国
立
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ま
ず
、
も
と
は
清
朝
歴
代
皇
帝
の
命
に
よ
っ
て
収
集

さ
れ
、
熱
河
の
避
暑
山
荘
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
物
（
旧
清
室
財
産
）
、
す
な
わ
ち
「
清
朝
色
」
を
持
つ
文
物
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
中

華
文
明
的
な
文
物
と
、
さ
ら
に
考
古
学
成
果
に
よ
る
学
術
発
掘
品
を
加
え
た
、
大
き
く
三
つ
の
特
色
を
も
つ
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
た
。
開
館
時
の
展
示
構
成
は
【
表
③
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
立
博
物
館
の
開
館
当
初
の
展
示
の
特
徴
は
、
展
示
品
に
は
熱
河
の

避
暑
山
荘
．
外
八
廟
に
来
源
を
持
つ
乾
隆
年
間
製
の
文
物
が
多
く
、
珍
重
さ
れ
て
い
た
の
は
中
華
文
明
の
粋
を
示
す
刻
縣
・
刺
繍
や
、
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慶
陵
）
、
金
（
白
城
）
等
の
学
術
発
掘
品
を
展
示
し
た
。
特
に
、
渤
海
東
京
城
の
資
料
は
、
一
九
三
三
年
と
一
九
三
四
年
に
東
京
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

大
学
の
原
田
淑
人
ら
東
亜
考
古
学
会
の
研
究
者
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
三
七
年
の
展
示
替
え
以
降
、
徐
々
に
、
「
満
洲

国
」
領
内
の
学
術
発
掘
資
料
の
展
示
に
重
点
が
移
っ
て
い
っ
た
。
「
満
洲
国
」
の
領
土
内
で
興
亡
し
た
高
句
麗
・
渤
海
．
遼
．
金
各
王

朝
の
文
物
が
国
立
博
物
館
の
主
要
な
展
示
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
相
対
的
に
開
館
当
初
の
特
徴
で
あ
っ
た
「
清
朝
色
」
の

強
い
展
示
か
ら
、
東
亜
考
古
学
会
の
発
掘
品
を
中
心
と
し
た
展
示
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
展
示
の
漸
次
的
変
化
こ
そ
、

「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

　
渤
海
東
京
城
遺
跡
の
学
術
発
掘
品
に
は
、
東
亜
考
古
学
会
が
一
九
三
四
年
の
第
二
回
調
査
の
際
、
上
京
龍
泉
府
の
宮
殿
祉
か
ら
発
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

し
た
「
和
同
開
弥
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
「
和
同
開
弥
」
は
、
「
た
つ
た
一
枚
の
古
銭
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
和
同
開
珠
」
が

日
本
の
奈
良
時
代
と
渤
海
国
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
を
宣
伝
す
る
証
拠
品
と
し
て
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
、
そ
し
て
誇
大
に

展
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
和
同
開
珠
」
に
つ
い
て
学
芸
官
佐
で
あ
っ
た
李
文
信
は
、
こ
の
古
銅
銭
は
予
め
日
本
か

ら
持
っ
て
き
て
土
に
埋
め
た
も
の
を
中
国
人
に
掘
ら
せ
た
の
で
あ
り
、
「
偽
史
事
件
」
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
李
は
、
東
亜
考
古

学
会
の
「
文
化
侵
略
工
作
者
」
ら
は
、
渤
海
国
と
日
本
の
奈
良
平
安
時
代
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
を
宣
伝
す
る
反
面
、
中
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

は
大
し
て
関
係
が
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
「
満
洲
国
」
で
は
建
国
後
、
中
国
内
地
と
は
切
り

離
し
た
「
満
洲
国
史
」
の
構
築
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
は
渤
海
史
研
究
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
さ
ら
に
、
「
和
同
開
称
」
の
誇
大
展
示
の
例
を
、
次
に
挙
げ
る
「
飛
鳥
奈
良
文
化
展
覧
会
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
飛
鳥
奈
良
文

化
展
覧
会
」
は
、
一
九
四
〇
年
の
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
と
し
て
同
年
四
月
二
五
日
か
ら
五
月
二
日
に
、
新
京
敷
島
高
等
女
学
校
体
育

館
に
お
い
て
「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
及
び
国
立
中
央
博
物
館
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
と
「
満
洲
国
」

の
友
好
の
淵
源
を
、
日
本
の
奈
良
時
代
の
渤
海
国
と
の
交
流
に
求
め
、
渤
海
国
を
「
満
洲
国
史
」
の
内
に
位
置
付
け
、
日
本
．
「
満
洲

12東洋文化研究14号



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

国
」
友
好
に
歴
史
的
実
体
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

出
品
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
東
京
城
か
ら
出
土
し
た
「
和
同
開
称
」
で
あ
り
、

功
開
宝
」
の
三
銭
と
並
べ
て
展
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
国
立
中
央
博
物
館
の
収
蔵
品
中
、
展
覧
会
に
唯
一

平
城
京
か
ら
出
土
し
た
「
和
同
開
弥
」
「
万
年
通
宝
」
「
神

大出

第
二
章
　
古
蹟
調
査
と
朝
鮮
総
督
府
博
物
館

　
「
満
洲
国
」
の
古
蹟
調
査
と
国
立
博
物
館
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
、
東
亜
考
古
学
会
が
「
満
洲
国
」
領
内

で
展
開
し
た
学
術
調
査
で
得
ら
れ
た
発
掘
品
を
該
館
で
収
蔵
・
展
示
し
、
常
設
展
示
に
お
い
て
「
満
洲
色
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
「
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

洲
国
」
に
歴
史
的
実
体
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮
の
古
蹟
調
査
と
総
督
府
博
物
館

と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（［

j
　
関
野
貞
の
古
蹟
調
査

　
一
九
〇
二
年
、
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
の
教
授
で
あ
っ
た
関
野
貞
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
命
を
受
け
て
慶
州
・
開
城
等
の
古

建
築
及
び
古
蹟
調
査
を
実
施
し
た
。
関
野
は
、
こ
の
時
の
成
果
を
『
韓
国
建
築
調
査
報
告
書
』
（
東
京
大
学
工
科
大
学
学
術
報
告
第
六

号
、
一
九
〇
四
年
）
に
ま
と
め
た
。
関
野
は
、
一
九
〇
九
年
に
大
韓
帝
国
度
支
部
の
委
嘱
を
受
け
、
谷
井
済
一
・
栗
山
俊
一
を
助
手
と

し
て
、
五
年
間
で
朝
鮮
半
島
全
土
の
古
建
築
調
査
を
実
施
し
た
。
な
お
一
九
〇
九
年
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
「
古
蹟
調
査
事
業
」
が

開
始
さ
れ
た
年
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
古
蹟
調
査
事
業
は
、
翌
一
九
一
〇
年
か
ら
朝
鮮
総
督
府
の
事
業
と
し
て
継
承
さ
れ
、
一
九
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

年
か
ら
は
総
督
府
博
物
館
の
外
郭
団
体
で
あ
る
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
に
継
承
さ
れ
て
一
九
四
五
年
ま
で
続
い
た
。

日本の旧植民地における歴史・考古学系博物館の持つ政治性13



　
関
野
は
、
一
九
〇
九
年
に
谷
井
ら
と
と
も
に
研
究
者
と
し
て
は
じ
め
て
楽
浪
古
墳
を
発
掘
し
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
楽
浪
関
係
の
発

掘
調
査
を
主
導
し
た
。
一
九
一
〇
年
、
関
野
・
谷
井
ら
は
楽
浪
古
蹟
の
再
調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
一
六
年
に
は
、
関
野
．
谷
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

ら
に
よ
っ
て
初
め
て
総
督
府
博
物
館
の
事
業
と
し
て
一
〇
基
の
楽
浪
古
墳
が
調
査
さ
れ
た
。
関
野
は
、
一
九
一
七
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ス

国
学
士
院
よ
り
「
ス
タ
ニ
ス
・
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
」
を
受
賞
し
た
が
、
代
表
的
な
業
績
と
し
て
評
価
を
受
け
た
の
は
、
古
蹟
調
査

の
成
果
を
図
版
に
し
た
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
（
全
一
五
冊
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
順
次
刊
行
）
で
あ
り
、
そ
の
第

一
冊
は
『
楽
浪
帯
方
郡
高
句
麗
』
で
あ
る
。

　
朝
鮮
半
島
で
展
開
さ
れ
た
古
蹟
調
査
の
特
色
と
し
て
は
、
楽
浪
郡
・
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
と
青
銅
器
・
新
石
器
時
代
の
古
蹟
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

な
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
、
楽
浪
郡
の
古
蹟
調
査
で
あ
っ
た
。

　
楽
浪
郡
の
古
蹟
調
査
は
、
一
九
〇
九
年
、
関
野
に
よ
る
平
壌
の
石
岩
里
古
墳
の
発
掘
以
降
、
一
九
一
六
年
の
関
野
ら
の
古
墳
調
査

（一

Z
基
）
が
総
督
府
博
物
館
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
そ
れ
以
後
も
、
一
九
二
四
年
に
藤
田
亮
策
・
小
場
恒
吉
・
小
泉
顕
夫
（
四

基
）
、
一
九
二
五
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
（
二
基
）
、
一
九
三
〇
年
に
野
森
健
・
櫃
本
亀
次
郎
（
三
基
）
、
一
九
三
一
年
に
朝
鮮
古

蹟
研
究
会
（
二
基
）
と
、
次
々
に
調
査
が
行
わ
れ
た
。
総
督
府
博
物
館
の
機
関
誌
『
博
物
館
報
』
に
よ
れ
ば
、
「
是
等
の
調
査
と
学
者

の
研
究
と
に
よ
つ
て
漢
代
文
化
の
発
展
と
工
芸
美
術
の
驚
く
べ
き
発
達
と
は
楽
浪
の
土
中
よ
り
紹
介
せ
ら
れ
、
漢
文
化
を
語
る
も
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

づ
楽
浪
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
調
査
目
的
は
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
大
陸
と
の
歴
史
的
関
係
性
を
顕

示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
関
野
が
先
駆
け
て
進
め
た
楽
浪
郡
の
古
蹟
調
査
の
成
果
は
、
「
停
滞
的
」
で
「
他
律
的
」
な
朝
鮮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

歴
史
像
を
構
築
す
る
上
で
格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
ま
た
、
満
鮮
歴
史
地
理
調
査
室
で
朝
鮮
の
歴
史
地
理
を
担
当
し
、
白
鳥
庫
吉
か
ら
東
京
帝
国
大
学
東
洋
史
の
正
統
を
継
承
し
た
池
内

宏
の
著
書
『
満
鮮
史
研
究
近
世
篇
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
年
（
初
出
は
「
朝
鮮
の
文
化
」
『
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
』
第
七

14東洋文化研究14号



巻
第
八
冊
、
一
九
三
六
年
）
二
三
〇
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　
楽
浪
郡
が
、
実
質
的
に
海
東
の
小
支
那
で
あ
つ
た
こ
と
は
…
…
僅
か
な
事
実
か
ら
も
容
易
に
想
像
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

　
　
か
し
そ
の
あ
り
し
ま
ま
の
姿
を
、
も
つ
と
明
ら
か
に
窺
は
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
文
献
の
上
で
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
…
…
こ

　
　
の
映
陥
を
満
た
す
に
い
ち
じ
る
し
く
効
果
的
で
あ
つ
た
の
は
、
最
近
二
、
三
十
年
の
問
、
朝
鮮
総
督
府
の
一
事
業
と
し
て
遂
行
せ

　
　
ら
れ
た
古
蹟
調
査
で
あ
る
。
ま
つ
た
く
世
人
の
注
意
を
惹
か
な
か
つ
た
遺
蹟
・
遺
物
は
閲
明
せ
ら
れ
、
地
下
の
埋
蔵
物
は
発
掘
せ

　
　
ら
れ
た
。
郡
県
の
遺
趾
（
五
箇
所
）
お
よ
び
出
土
品
（
博
・
瓦
当
・
平
瓦
・
封
泥
・
古
銭
・
銅
鍛
等
）
、
古
墳
（
榔
は
木
製
あ
る

　
　
ひ
は
博
築
）
お
よ
び
共
存
す
る
各
種
の
工
芸
品
（
漆
器
・
金
属
器
・
玉
器
・
陶
器
・
銅
鏡
・
兵
器
等
）
は
そ
の
主
要
な
る
も
の
で

　
　
あ
る
が
、
楽
浪
郡
が
半
島
に
存
在
し
た
間
1
い
は
ゆ
る
楽
浪
郡
時
代
1
の
そ
の
地
方
の
支
那
文
化
が
想
像
以
上
に
高
く
華
や
か
な

　
　
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
こ
れ
等
の
遺
物
と
遺
蹟
と
に
よ
つ
て
旦
ハ
体
的
に
説
明
せ
ら
れ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
支
那
の
本
土
に
お

　
　
い
て
は
窺
ひ
が
た
い
同
じ
時
代
の
文
化
の
一
面
に
も
光
明
を
投
ず
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
池
内
は
、
「
海
東
の
小
支
那
」
た
る
楽
浪
郡
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
い
ち
じ
る
し
く
効
果
的
」
で
あ
っ
た
の
が
、

朝
鮮
総
督
府
が
進
め
た
古
蹟
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
古
蹟
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
楽
浪
郡
に
お
け
る

「
支
那
文
化
」
の
歴
史
的
実
態
が
旦
ハ
象
化
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
総
督
府
の
展
開
し
た
古
蹟
調
査
は
、
当
時
の

「
満
鮮
史
研
究
」
が
「
朝
鮮
に
は
自
身
で
歴
史
を
動
か
す
力
は
な
く
、
中
国
大
陸
か
ら
の
外
圧
に
よ
っ
て
の
み
歴
史
が
展
開
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

文
化
も
す
べ
て
中
国
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
」
と
す
る
「
他
律
性
論
」
を
補
強
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
し
て
次
に
み
る
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
な
見
解
が
総
督
府
博
物
館
の
展
示
に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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（一

黶j

@
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
展
示
内
容

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
展
示
の
特
徴
は
、
博
物
館
の
経
営
方
針
に
、

　
　
主
と
し
て
半
島
古
来
の
制
度
・
宗
教
・
美
術
・
工
芸
其
他
歴
史
の
徴
証
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
を
集
め
、
半
島
民
族
の
根
原
を
尋

　
　
ね
て
其
の
民
族
性
を
明
に
し
、
特
に
此
の
地
に
発
達
し
て
来
た
工
芸
美
術
の
特
質
を
調
査
し
て
廣
く
世
界
に
紹
介
し
、
優
秀
な
る

　
　
芸
術
品
を
陳
列
し
て
新
た
な
る
工
芸
美
術
の
勃
興
に
資
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
半
島
の
歴
史
及
び
美
術
工
芸
陳
列
館

　
　
と
し
て
の
存
在
を
主
張
す
る
の
は
支
那
大
陸
及
び
日
本
列
島
の
間
に
介
在
し
て
特
種
の
状
態
に
あ
つ
た
半
島
の
文
化
を
根
本
的
に

　
　
調
査
し
、
其
の
密
接
な
る
相
互
関
係
を
明
に
す
る
と
共
に
、
又
独
特
の
精
神
文
化
を
高
唱
し
、
之
が
保
存
と
奨
励
と
に
努
む
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

　
　
最
も
意
義
あ
る
こ
と
＼
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
大
陸
と
日
本
に
「
介
在
し
て
特
種
の
状
態
に
あ
」
っ
た
朝
鮮
半
島
の
地
理
的
特
徴
に
注
目
し
な
が
ら
、
中
国
と

日
本
が
文
化
形
成
面
で
朝
鮮
半
島
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
強
調
し
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
博
物
館
に
お
い
て
朝
鮮
の
美
術
工
芸
品

を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
浪
郡
の
古
蹟
調
査
が
企
図
し
た
中
国
大
陸
と
の
歴
史
的
交
流
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
の
関
係
も
表
象

し
よ
う
と
し
た
。

　
こ
こ
で
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
な
か
で
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
第
二
室
・
第
四
室
・
第
五
室
の
展
示
を
取
り
上
げ
る
。
【
表
①
】
の

と
お
り
、
第
二
室
は
「
三
国
時
代
及
び
新
羅
一
統
時
代
」
、
第
四
室
は
「
楽
浪
帯
方
時
代
」
、
第
五
室
は
「
特
殊
品
陳
列
」
の
展
示
が
行

わ
れ
た
。

　
第
二
室
の
三
国
時
代
及
び
統
一
新
羅
時
代
の
展
示
に
関
し
て
『
博
物
館
報
』
に
、
三
国
時
代
は
「
北
方
の
高
句
麗
と
南
方
の
新
羅
百

済
の
三
国
が
、
鼎
立
し
て
居
た
時
を
云
ふ
の
で
、
別
に
大
和
朝
廷
の
統
治
下
に
あ
つ
た
伽
耶
（
任
那
）
が
新
羅
と
百
済
と
の
中
間
に
介

在
し
て
、
実
際
は
以
上
の
三
国
と
日
本
を
代
表
せ
る
伽
耶
と
の
四
国
対
立
の
時
代
」
で
、
「
当
時
半
島
と
内
地
と
が
如
何
に
密
接
な
る
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関
係
に
あ
つ
た
か
は
、
此
の
陳
列
室
の
遺
物
の
一
々
と
大
和
朝
廷
時
代
の
遺
物
と
を
比
較
し
た
な
ら
ば
一
目
瞭
然
と
す
る
こ
と
で
あ

　
（
6
2
）

ら
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
一
九
三
五
年
二
月
に
該
館
を
訪
れ
た
平
壌
府
立
博
物
館
長
の
小
泉
顕
夫
は
、
三
国
時
代
の
展
示
を
見
た
感
想

と
し
て
、
「
任
那
の
遺
物
の
陳
列
を
以
つ
て
大
体
、
三
韓
地
方
の
遺
物
は
終
る
の
で
あ
る
が
、
其
次
の
ケ
ー
ス
に
は
、
如
上
の
各
地
古

墳
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
聚
成
陳
列
が
行
は
れ
て
居
て
、
こ
れ
に
並
べ
て
日
本
出
土
の
祝
部
土
器
の
一
群
を
配
置
し
て
、
其
形
式
焼
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

の
類
似
の
上
か
ら
上
代
日
鮮
文
化
の
均
等
性
を
巧
妙
に
説
明
さ
れ
て
居
た
の
は
面
白
い
や
り
方
だ
と
思
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
朝
鮮

総
督
府
博
物
館
で
は
一
九
三
三
年
六
月
一
〇
日
、
コ
ニ
国
新
羅
時
代
仏
像
展
覧
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
三
国
時
代
・
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

羅
時
代
の
計
七
五
点
の
仏
像
を
展
示
し
、
一
日
で
二
八
〇
名
あ
ま
り
の
来
館
者
が
あ
っ
た
。

　
第
四
室
（
の
ち
第
二
室
に
移
動
）
で
は
、
楽
浪
郡
の
古
蹟
調
査
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た
。
ま
ず
、
一
九
一
六
年
に
関
野
貞
ら
が
調
査

を
行
っ
た
石
岩
里
第
九
号
墳
の
発
掘
品
（
「
青
銅
製
博
山
櫨
」
、
「
青
銅
製
奮
」
、
「
金
銅
熊
脚
漆
案
」
、
「
純
金
製
帯
鋏
具
」
な
ど
）
を
展

　
（
6
5
）

示
し
た
。
ま
た
、
平
壌
郊
外
土
城
出
土
の
「
楽
浪
太
守
章
」
の
封
泥
や
「
楽
浪
礼
官
」
の
文
字
瓦
当
な
ど
は
、
「
楽
浪
郡
の
所
在
を
示

　
　
（
6
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

す
好
資
料
」
「
楽
浪
研
究
の
根
本
資
料
」
な
ど
と
称
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
た
。
な
お
、
一
九
三
三
年
一
月
二
〇
日
に
は
、
「
楽
浪
古
墳
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

品
特
別
展
覧
会
」
を
開
催
し
、
一
日
で
四
〇
〇
名
の
来
館
者
が
あ
っ
た
。

　
第
五
室
「
特
殊
品
陳
列
」
に
は
、
石
器
・
土
器
・
骨
角
器
・
石
剣
・
銅
剣
・
銅
鉾
・
前
漢
時
代
銅
器
・
高
麗
時
代
青
銅
鏡
・
朝
鮮
活

　
　
　
　
（
6
9
）

字
を
展
示
し
た
。
こ
の
展
示
内
容
に
関
し
て
全
京
秀
は
、
「
日
本
と
同
じ
時
代
と
判
定
で
き
る
旧
石
器
や
新
石
器
時
代
の
遺
物
を
含
む

先
史
時
代
の
痕
跡
と
、
日
本
列
島
よ
り
時
期
的
に
早
い
と
考
え
ら
れ
る
青
銅
器
と
鉄
器
の
遺
物
、
そ
し
て
世
界
的
に
最
先
端
な
歴
史
を

示
し
て
い
る
活
字
と
い
っ
た
遺
物
を
す
べ
て
一
室
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
陳
列
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
隠
蔽
の
論
理
が
作
用
し
て
い
た
に
違

い
な
い
…
・
：
陳
列
室
は
朝
鮮
の
歴
史
が
三
国
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
」
り
、
「
「
半
島
民
族
の
根

源
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
経
営
方
針
に
反
し
て
、
三
国
時
代
以
前
の
遺
物
に
特
別
の
陳
列
室
を
用
意
し
な
か
っ
た
の
は
、
半
島
の

大出日本の旧植民地における歴史・考古学系博物館の持つ政治性17



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

歴
史
を
意
図
的
に
縮
小
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
留
意
す
べ
き
は
ま
ず
、
戦
前
の
朝
鮮
考
古
学
が
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

史
時
代
を
主
な
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
前
後
は
、
朝
鮮
の
石
器
時
代
の
存
否
自
体
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

実
な
旧
石
器
時
代
の
存
在
を
証
明
す
る
遺
跡
の
発
見
は
、
一
九
四
五
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
考
古
学
を
め
ぐ
る

時
代
背
景
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
上
記
の
よ
う
な
展
示
構
成
で
あ
っ
た
の
は
、
朝
鮮
の
歴
史
が
三
国
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
表

象
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
日
本
本
位
の
植
民
地
史
観
を
一
定
程
度
背
景
と
し
つ
つ
も
、
当
時
の
古
蹟
調
査
や
朝
鮮
考
古
学
の
到
達
点
．

水
準
を
強
く
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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（
三
）
　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
分
館

　
朝
鮮
で
は
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
の
総
督
府
博
物
館
本
館
の
ほ
か
、
慶
州
と
扶
余
と
公
州
に
分
館
が
設
置
さ
れ
た
。

　
慶
州
は
、
新
羅
の
旧
都
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
に
発
足
し
た
財
団
法
人
慶
州
古
蹟
保
存
会
が
開
設
し
た
陳
列
館
を
総
督
府
に
寄
付
す

る
形
で
、
一
九
二
六
年
に
分
館
化
さ
れ
た
。
慶
州
分
館
で
は
、
一
九
二
一
年
に
金
冠
塚
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
古
墳
か
ら
出

土
し
た
金
冠
・
金
耳
飾
な
ど
の
純
金
帯
金
具
や
そ
の
他
の
発
掘
品
、
及
び
財
団
法
人
慶
州
古
蹟
保
存
会
や
個
人
か
ら
の
寄
託
品
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

と
し
た
展
示
を
行
っ
た
。
該
館
が
展
示
対
象
と
し
た
時
代
は
、
三
国
時
代
新
羅
・
任
那
・
百
済
及
び
統
一
新
羅
時
代
で
あ
っ
た
。

　
慶
州
は
、
一
九
〇
〇
年
と
一
九
〇
一
年
の
八
木
　
三
郎
に
よ
る
調
査
を
嗜
矢
と
し
て
、
一
九
〇
九
年
と
一
九
一
五
年
の
関
野
貞
に
よ

る
新
羅
古
墳
調
査
な
ど
、
植
民
地
期
を
通
し
て
重
要
な
調
査
地
域
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
三
一
年
に
設
立
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

朝
鮮
古
蹟
研
究
会
が
、
平
壌
と
と
も
に
慶
州
に
研
究
所
を
置
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
慶
州
が
重
視
さ
れ
た
理
由
は
、
単
に
新
羅
の

旧
都
と
し
て
遺
跡
の
宝
庫
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
古
墳
出
土
遺
物
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
遺
物
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

が
、
植
民
地
支
配
の
正
当
化
に
つ
な
が
る
日
本
本
位
の
植
民
地
史
観
に
よ
る
歴
史
像
の
構
築
に
有
効
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



　
扶
余
は
、
百
済
の
旧
都
で
あ
る
。
総
督
府
が
扶
余
の
古
蹟
調
査
に
着
手
し
た
の
は
一
九
〇
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、
以
降
、
一
九
一
五

年
に
関
野
．
黒
板
．
谷
井
が
踏
査
し
て
百
済
王
陵
と
称
さ
れ
た
古
墳
の
調
査
が
行
わ
れ
、
一
九
三
一
年
に
は
谷
井
が
壁
画
古
墳
を
発
見
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

冠
金
具
残
片
等
を
発
掘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
百
済
の
史
蹟
が
多
数
残
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
九
二
九
年
に
財
団
法
人
扶
余
古
蹟

保
存
会
が
創
設
さ
れ
、
古
蹟
保
存
を
目
的
と
し
た
陳
列
館
が
開
設
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
四
月
一
日
に
開
館
し
た
扶
余
分
館
の
創
設
の

目
的
に
、
「
扶
余
の
地
は
「
内
鮮
一
体
の
聖
地
」
と
い
は
れ
百
済
の
歴
史
と
文
物
と
が
、
そ
の
頃
の
日
本
を
堅
く
結
ば
れ
て
ゐ
た
こ
と

は
夙
に
知
ら
れ
て
居
る
処
で
あ
り
…
…
百
済
の
真
の
文
化
に
就
て
の
認
識
を
深
め
飛
鳥
文
化
と
の
関
係
を
明
確
に
実
物
に
よ
っ
て
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

し
め
よ
う
と
し
て
居
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
特
に
日
本
と
の
交
流
が
重
視
さ
れ
た
。

　
開
城
と
平
壌
に
は
、
府
立
博
物
館
が
設
置
さ
れ
た
。
開
城
は
、
高
麗
の
旧
都
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
一
〇
月
、
府
政
の
実
施
に
伴
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

開
城
邑
が
府
に
な
っ
た
記
念
と
し
て
一
九
三
一
年
に
開
城
府
立
博
物
館
が
設
立
さ
れ
た
。
主
な
展
示
品
は
、
高
麗
の
青
銅
器
を
は
じ
め
、

青
磁
．
白
磁
．
絵
高
麗
・
天
目
等
の
陶
磁
器
で
あ
っ
た
。
平
壌
は
、
楽
浪
郡
の
中
心
地
で
あ
り
高
句
麗
の
国
都
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八

年
、
図
書
館
と
同
一
建
物
内
に
開
館
し
た
が
、
一
九
三
二
年
に
平
壌
名
勝
旧
蹟
保
存
会
の
事
業
と
し
て
寄
付
を
募
り
、
平
壌
府
よ
り
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

千
円
、
平
南
道
よ
り
五
千
円
、
平
壌
保
存
会
よ
り
二
万
円
、
計
三
万
円
の
寄
付
金
を
得
て
、
一
九
三
四
年
六
月
に
平
壌
府
立
博
物
館
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

新
築
．
開
館
し
た
。
博
物
館
長
は
小
泉
顕
夫
で
あ
っ
た
。
金
石
併
用
時
代
・
楽
浪
時
代
・
高
句
麗
時
代
・
新
羅
・
高
麗
時
代
の
遺
物
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

好
太
王
碑
の
拓
本
を
展
示
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
で
は
、
歴
史
や
文
化
の
特
色
を
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
旧
都
を
中
心
に

古
蹟
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
地
の
博
物
館
設
立
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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20

お
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
「
公
式
の
帝
国
」
内
の
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
と
「
非
公
式
の
帝
国
」
で
あ
る
「
満
洲
国
」
の
国
立
（
中
央
）
博

物
館
の
特
徴
を
、
両
地
域
の
政
治
課
題
と
の
関
係
か
ら
比
較
検
討
し
て
き
た
。

　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
、
共
進
会
の
開
催
を
契
機
に
常
設
展
示
施
設
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
博
物
館
設

立
と
同
様
の
過
程
を
辿
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
で
は
、
中
央
博
物
館
（
総
督
府
博
物
館
）
の
立
地
そ
の
も
の
が
日
本
の
植
民

地
支
配
を
象
徴
し
て
い
た
。
制
度
的
に
は
、
学
芸
員
組
織
が
無
く
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
古
蹟
調
査
事
業
と
博
物
館
活
動
と
が
不
可
分

の
関
係
に
あ
っ
た
。
展
示
は
、
歴
史
や
文
化
面
に
お
け
る
「
内
鮮
一
体
」
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
古
蹟
調
査
を
学
術
的
背
景
と
し

て
い
た
。
朝
鮮
で
展
開
さ
れ
た
古
蹟
調
査
で
主
な
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
楽
浪
郡
・
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
と
青
銅
器
．
新
石
器
時
代

で
あ
っ
た
。
特
に
楽
浪
郡
の
古
蹟
調
査
は
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
大
陸
と
の
歴
史
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
の
歴

史
的
関
係
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
朝
鮮
の
考
古
学
・
歴
史
学
の
学
術
潮
流
と
強
く
結
び
付
き
、
そ
れ
が
「
公
式
の
帝
国
」
の
一
部
で
あ

る
朝
鮮
の
総
督
府
博
物
館
で
は
、
経
営
方
針
と
し
て
明
確
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
し
て
、
展
示
内
容
に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
「
満
洲
国
」
で
は
、
元
来
あ
っ
た
奉
天
故
宮
を
国
立
博
物
館
と
は
せ
ず
に
、
歴
史
・
考
古
学
系
の
国
立
博
物
館
を
同
市
内
に

新
設
し
た
。
「
満
洲
国
」
の
博
物
館
建
設
は
、
朝
鮮
の
事
例
と
は
異
な
り
、
近
代
日
本
の
博
物
館
制
度
が
直
接
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
独
自
の
成
立
過
程
を
辿
っ
た
。
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
は
、
博
物
館
の
開
館
前
か
ら
「
満
洲
国
」
領
内
で
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
た
も
の
の
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
よ
う
に
開
館
当
初
か
ら
古
蹟
調
査
で
得
ら
れ
た
学
術
発
掘
品
を
主
た
る
展
示
と
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
は
、
開
館
当
初
、
「
清
朝
色
」
を
持
つ
文
物
及
び
中
華
文
明
の
粋
を
示
す
文
物
を
主
た
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る
展
示
と
し
て
い
た
が
、
一
九
三
七
年
以
降
の
展
示
替
え
に
と
も
な
い
、
徐
々
に
「
満
洲
国
」
領
内
の
古
蹟
調
査
で
得
ら
れ
た
学
術
発

掘
品
の
展
示
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
清
朝
の
「
遺
産
」
・
「
遺
制
」
と
い
う
も
の
が
、
「
満
洲
国
」
に
お

い
て
ま
さ
に
否
定
し
、
克
服
す
べ
き
対
象
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
満
洲
国
」
の
建
国
当
初
は
、
政
治
的

に
は
清
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
っ
た
博
儀
を
執
政
・
皇
帝
に
推
戴
し
、
文
化
面
で
も
清
朝
の
遺
臣
た
ち
と
の
「
協
力
関
係
」
は
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
博
物
館
事
業
に
「
日
満
（
満
日
）
文
化
協
会
」
が
関
与
し
た
こ
と
も
相
侯
っ
て
、
脱
清
朝
色
は
漸
次
的
な

展
開
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
の
度
重
な
る
展
示
替
え
に
よ
り
、
「
満
洲
国
」
国
立
中
央
博
物
館
で
は
、
「
満
洲
国
」
領
内
で
歴
史
的

に
興
亡
し
た
高
句
麗
・
渤
海
・
遼
・
金
各
王
朝
の
文
物
が
主
要
な
展
示
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
内
地
の
歴
史
と

は
切
り
離
し
た
「
満
洲
国
史
」
の
創
出
と
い
う
「
満
洲
国
」
の
政
治
課
題
を
端
的
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
特
に
注
目
す
べ
き

は
渤
海
に
関
す
る
企
画
展
示
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
日
本
と
「
満
洲
国
」
の
友
好
に
歴
史
的
実
体
を
与
え
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。
以
上

の
よ
う
な
展
示
に
よ
り
、
「
満
洲
国
」
が
清
朝
の
復
辟
国
家
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

「
非
公
式
の
帝
国
」
た
る
「
満
洲
国
」
内
の
博
物
館
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

注
（
1
）
　
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
白
石
さ
や
・
白
石
隆
訳
）

　
　
『
想
像
の
土
ハ
同
体
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』
（
増
補

　
　
版
）
N
T
T
出
版
、
一
九
九
七
年
、
二
九
六
頁
。

（
2
）
　
荻
野
昌
弘
「
「
民
族
の
展
示
」
ー
植
民
地
主
義
と
博
物
館
」

　
　
山
路
勝
彦
・
田
中
雅
一
編
著
『
植
民
地
主
義
と
人
類
学
』
関
西

　
　
学
院
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
七
六
頁
。

（
3
）
　
西
川
長
夫
『
〈
新
〉
植
民
地
主
義
論
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
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の
植
民
地
主
義
を
問
う
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
1

　
　
二
〇
三
頁
。

（
4
）
　
金
子
淳
『
博
物
館
の
政
治
学
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二

　
　
〇
1
二
一
頁
。

（
5
）
　
地
域
名
と
し
て
「
朝
鮮
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。

（
6
）
　
一
九
三
二
年
に
成
立
し
た
「
満
洲
国
」
は
、
　
一
九
三
四
年
の

　
　
帝
政
実
施
に
伴
い
「
満
洲
帝
国
」
と
な
っ
た
。
た
だ
し
本
稿
で

　
　
は
、
一
九
三
二
年
～
一
九
四
五
年
ま
で
「
満
洲
国
」
と
い
う
呼

　
　
称
を
用
い
る
。
ま
た
、
語
義
に
鑑
み
て
、
略
字
「
州
」
で
は
な

　
　
く
、
正
字
「
洲
」
を
用
い
、
煩
を
厭
わ
ず
カ
ギ
括
弧
を
付
す
。

（
7
）
　
山
室
信
一
「
空
間
認
識
の
視
角
と
空
間
の
生
産
」
『
岩
波
講

　
　
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
』
第
八
巻
、
二
〇
〇
六
年
、
序
章
八

　
　
i
九
頁
。

（
8
）
　
「
満
洲
国
」
国
立
中
央
博
物
館
を
「
奴
隷
化
教
育
を
実
行
す

　
　
る
道
具
」
と
す
る
中
国
の
博
物
館
史
研
究
（
王
宏
鈎
編
『
中
国

　
　
博
物
館
学
基
礎
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
や
、
植

　
　
民
地
博
物
館
と
し
て
の
「
文
化
侵
略
性
」
を
批
判
す
る
研
究

　
　
（
君
塚
仁
彦
「
植
民
地
博
物
館
史
研
究
を
問
う
」
王
智
新
ほ
か

　
　
編
『
批
判
植
民
地
教
育
史
認
識
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、

　
　
ま
た
、
専
論
で
は
な
い
が
、
社
会
教
育
の
機
能
を
利
用
し
て
中

　
　
国
東
北
地
方
の
人
文
自
然
科
学
資
料
を
展
示
し
た
日
本
に
よ
る

　
　
植
民
地
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
の
場
と
し
、
人
々
の
思
想
と

　
　
精
神
に
与
え
た
否
定
的
影
響
の
大
き
さ
を
指
摘
す
る
研
究
論
文

　
　
集
（
植
民
地
文
化
学
会
・
東
北
倫
陥
一
四
年
史
総
編
室
土
ハ
編

　
　
『
「
満
洲
国
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
な
ど
が
あ
る
。

（
9
）
　
矢
島
國
雄
「
植
民
地
と
博
物
館
」
寺
内
威
太
郎
・
永
田
雄
三
・

　
　
矢
島
國
雄
・
李
成
市
『
植
民
地
主
義
と
歴
史
学
』
刀
水
童
旦
房
、

　
　
二
〇
〇
四
年
、
二
三
七
頁
。

（
1
0
）
　
駒
込
武
『
植
民
地
帝
国
日
本
の
文
化
統
合
』
岩
波
書
店
、
一

　
　
九
九
七
年
、
二
頁
。
山
本
有
造
は
、
台
湾
・
朝
鮮
・
樺
太
を

　
　
「
純
外
地
」
な
い
し
「
領
内
外
地
」
、
関
東
州
・
南
洋
は
「
準
外

　
　
地
」
な
い
し
「
領
外
外
地
」
と
す
る
（
山
本
有
造
「
日
本
に
お

　
　
け
る
植
民
地
統
治
思
想
の
展
開
（
1
）
1
「
六
三
問
題
」
・
「
日

　
　
韓
併
合
」
・
「
文
化
統
治
」
・
「
皇
民
化
政
策
」
1
」
『
ア
ジ
ア
経

　
　
済
』
三
ニ
ー
一
、
一
九
九
一
年
、
三
頁
。

（
1
1
）
　
駒
込
武
『
植
民
地
帝
国
日
本
の
文
化
統
合
』
二
三
七
頁
。

（
1
2
）
　
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
第
九
八
八
号
、
大
正
四
年
一
一
月
一

　
　
九
日
。

（
1
3
）
　
崔
錫
栄
「
近
代
日
本
と
朝
鮮
に
お
け
る
博
物
館
の
「
政
治
学
旨

　
　
博
覧
会
、
天
皇
と
時
局
1
『
博
物
館
研
究
』
に
現
わ
れ
た
「
日

　
　
帝
の
博
物
館
」
の
役
割
変
化
を
中
心
に
」
早
稲
田
大
学
朝
鮮
文

　
　
化
研
究
所
編
『
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
「
朝
鮮
文
化
」
一
朝
鮮
総

　
　
督
府
「
朝
鮮
古
蹟
調
査
事
業
」
を
め
ぐ
っ
て
』
（
一
＝
世
紀
C

　
　
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
）
、
早
稲
田
大

　
　
学
朝
鮮
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
四
七
頁
。

（
1
4
）
　
国
立
博
物
館
の
成
立
過
程
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
拙
稿

　
　
「
「
満
洲
国
」
の
博
物
館
建
設
i
国
立
博
物
館
の
成
立
過
程
と
収
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蔵
品
1
」
『
史
境
』
五
五
、
二
〇
〇
七
年
。

（
1
5
）
　
朝
鮮
総
督
府
編
『
施
政
二
十
五
年
史
』
（
『
増
補
朝
鮮
総
督
府

　
　
三
十
年
史
』
〔
一
〕
〔
二
〕
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
九
年
所
収
）

　
　
一
九
三
五
年
、
二
二
八
頁
。

（
1
6
）
　
山
路
勝
彦
『
近
代
日
本
の
植
民
地
博
覧
会
』
風
響
社
、
二
〇

　
　
〇
八
年
、
＝
五
頁
。

（
1
7
）
　
文
教
部
礼
教
司
『
大
同
元
年
礼
教
事
業
概
要
』
（
「
満
洲
国
」

　
　
教
育
史
研
究
会
監
修
『
「
満
洲
・
満
洲
国
」
教
育
資
料
集
成
一

　
　
一
社
会
教
育
』
エ
ム
テ
ィ
出
版
、
　
一
九
九
三
年
所
収
）
（
推
定

　
　
発
行
年
一
九
三
三
年
）
四
六
ー
四
七
頁
及
び
国
務
院
文
教
部

　
　
『
康
徳
元
年
三
月
刊
行
満
洲
国
文
教
年
鑑
』
国
務
院
文
教
部
、

　
　
一
九
三
四
年
、
五
頁
。

（
1
8
）
　
外
務
省
外
交
史
料
館
保
管
文
書
の
「
昭
和
七
年
四
月
満
洲
国

　
　
立
図
書
館
及
同
文
化
院
設
立
二
関
ス
ル
件
」
所
収
の
「
満
洲
国

　
　
立
文
化
院
設
立
二
関
ス
ル
件
」
（
陸
軍
作
成
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

　
　
料
セ
ン
タ
i
R
e
f
・
B
O
五
〇
一
五
二
一
一
五
〇
〇
。

（
1
9
）
　
国
立
文
化
院
構
想
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
「
満
洲
国
」

　
　
の
博
物
館
建
設
ー
国
立
博
物
館
の
成
立
過
程
と
収
蔵
品
1
」
五

　
　
一
頁
。

（
2
0
）
　
朝
鮮
総
督
府
発
行
『
博
物
館
報
』
一
－
一
、
一
九
二
六
年
、

　
　
三
頁
。

（
2
1
）
　
朝
鮮
総
督
府
『
景
福
宮
趾
案
内
』
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
〇

　
　
年
、
七
・
附
録
二
頁
。

（
2
2
）
　
山
路
勝
彦
は
、
朝
鮮
博
覧
会
の
宣
伝
絵
葉
書
に
関
す
る
解
説

　
　
で
、
会
場
と
な
っ
た
景
福
宮
の
背
後
に
朝
鮮
総
督
府
が
描
か
れ

　
　
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
こ
の
博
覧
会
の
政
治
的
意
図
が
う

　
　
か
が
え
る
」
と
指
摘
す
る
（
山
路
勝
彦
『
近
代
日
本
の
植
民
地

　
　
博
覧
会
』
八
、
口
絵
五
－
一
）
。
な
お
、
「
満
洲
国
」
国
立
博
物

　
　
館
も
、
建
物
の
外
観
を
写
し
た
絵
葉
書
が
残
っ
て
い
る
が
、
日

　
　
「
満
」
共
存
共
栄
を
謳
い
つ
つ
も
、
博
物
館
に
は
「
満
洲
国
」

　
　
の
国
旗
の
み
が
掲
揚
さ
れ
て
い
る
（
国
立
博
物
館
『
国
立
博
物

　
　
館
照
片
第
一
輯
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
）
。

（
2
3
）
　
奉
天
省
公
署
教
育
庁
礼
教
科
『
礼
教
概
要
』
（
「
満
洲
国
」
教

　
　
育
史
研
究
会
監
修
『
「
満
洲
・
満
洲
国
」
教
育
資
料
集
成
＝

　
　
社
会
教
育
』
エ
ム
テ
ィ
出
版
、
一
九
九
三
年
所
収
）
一
九
三
五

　
　
年
、
二
四
頁
。
な
お
正
確
に
は
、
奉
天
省
公
署
教
育
庁
社
会
教

　
　
育
股
博
物
館
係
の
所
管
。

（
2
4
）
　
奉
天
省
公
署
教
育
庁
礼
教
科
『
礼
教
概
要
』
二
ー
三
頁
。

（
2
5
）
　
奉
天
故
宮
博
物
館
の
閉
鎖
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
、
東

　
　
三
省
博
物
館
～
奉
天
故
宮
博
物
館
史
と
「
清
朝
復
辟
派
」
で
あ

　
　
っ
た
金
梁
の
事
跡
と
思
想
、
及
び
金
梁
と
奉
天
故
宮
と
の
関
わ

　
　
り
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

　
　
る
た
め
、
別
稿
に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
李
成
市
「
朝
鮮
王
朝
の
象
徴
空
間
と
博
物
館
」
宮
崎
博
史
・

　
　
李
成
市
・
サ
海
東
・
林
志
弦
編
『
植
民
地
近
代
の
視
座
一
朝
鮮

　
　
と
日
本
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
三
六
頁
は
「
技
師
」
と

　
　
記
し
て
い
る
が
、
学
務
局
古
蹟
調
査
課
お
よ
び
学
務
局
宗
教
課

　
　
に
は
「
技
師
」
で
は
な
く
「
技
手
」
が
配
置
さ
れ
て
い
た
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（
『
旧
植
民
地
人
事
総
覧
朝
鮮
編
』
四
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
i
、

　
　
一
九
九
七
年
、
　
一
八
五
・
三
四
六
頁
）
。

（
2
7
）
　
朝
鮮
総
督
府
『
大
正
五
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
朝
鮮
総
督
府
、

　
　
一
九
一
八
年
、
九
－
一
〇
頁
及
び
『
博
物
館
報
』
各
号
、
及
び

　
　
有
光
教
一
・
藤
井
和
夫
編
著
『
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
遺
稿
H
公
州

　
　
宋
山
里
第
二
九
号
墳
高
霊
主
山
第
三
九
号
墳
発
掘
調
査
報
告
一

　
　
九
三
三
、
一
九
三
九
』
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
及

　
　
び
早
乙
女
雅
博
「
関
野
貞
と
朝
鮮
古
蹟
調
査
」
関
野
貞
研
究
会

　
　
編
『
関
野
貞
日
記
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
七

　
　
六
三
頁
。

（
2
8
）
　
『
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
遺
稿
H
公
州
宋
山
里
第
二
九
号
墳
高
霊

　
　
主
山
第
三
九
号
墳
発
掘
調
査
報
告
一
九
＝
＝
二
、
一
九
三
九
』
序

　
　
及
び
田
中
偵
彦
「
二
〇
世
紀
前
半
の
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
朝
鮮

　
　
の
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
保
存
事
業
に
つ
い
て
」
『
日
本
建
築

　
　
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
九
四
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
〇
頁
。

（
2
9
）
　
藤
田
亮
策
は
、
宮
内
省
書
陵
部
に
い
た
が
、
一
九
二
二
年
に

　
　
学
務
局
古
蹟
調
査
課
が
設
置
さ
れ
る
と
黒
板
勝
美
の
推
薦
を
受

　
　
け
て
古
蹟
調
査
課
に
移
り
、
翌
年
か
ら
総
督
府
博
物
館
主
任
と

　
　
し
て
実
務
を
担
当
し
た
。
ま
た
藤
田
は
、
「
満
鮮
不
可
分
論
」

　
　
を
唱
え
、
「
鮮
満
一
如
」
は
高
句
麗
を
も
っ
て
極
勢
を
迎
え
、

　
　
文
化
的
に
は
、
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
と
日
本
は
、
互
い
に
共

　
　
通
し
た
も
の
を
備
え
て
い
た
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

　
　
る
（
井
上
直
樹
「
日
露
戦
争
後
の
日
本
の
大
陸
政
策
と
「
満
鮮

　
　
史
」
1
高
句
麗
史
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
考
察
1
」
七
三
頁
）
。

（
3
0
）
　
『
関
野
貞
日
記
』
五
〇
〇
頁
。

（
3
1
）
　
『
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
遺
稿
－
公
州
宋
山
里
第
二
九
号
墳
高
霊

　
　
主
山
第
三
九
号
墳
発
掘
調
査
報
告
一
九
三
三
、
一
九
三
九
』
九

　
　
四
頁
。

（
3
2
）
　
『
大
同
元
年
礼
教
事
業
概
要
』
二
頁
。
な
お
そ
の
後
、
一
九

　
　
三
七
年
七
月
一
日
の
行
政
機
構
改
革
に
伴
い
文
教
部
が
廃
止
さ

　
　
れ
民
生
部
教
育
司
が
設
置
さ
れ
る
。
一
九
四
三
年
四
月
民
生
部

　
　
教
育
司
廃
止
、
文
教
部
再
設
。
社
会
教
育
は
一
九
三
七
年
民
生

　
　
部
社
会
司
社
会
科
、
一
九
四
〇
年
一
月
の
社
会
司
改
組
に
伴
い

　
　
新
設
さ
れ
た
厚
生
司
教
化
科
お
よ
び
文
化
科
、
　
一
九
四
一
年
文

　
　
化
科
の
廃
止
に
伴
い
教
育
科
が
管
掌
。
こ
の
よ
う
な
行
政
改
革

　
　
が
行
わ
れ
た
が
、
博
物
館
事
業
は
一
貫
し
て
社
会
教
育
行
政
の

　
　
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

（
3
3
）
　
東
北
人
物
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
東
北
人
物
大
辞
典
』
遼

　
　
寧
人
民
出
版
社
・
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
七
六
六

　
　
頁
及
び
「
偽
満
奉
天
博
物
館
的
成
立
与
首
任
館
長
楊
鍾
義
」

　
　
『
遼
寧
省
博
物
館
館
刊
』
第
三
輯
、
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
八

　
　
年
、
六
五
七
頁
。
在
任
期
間
は
一
九
三
五
年
四
月
か
ら
一
九
三

　
　
六
年
＝
月
（
「
偽
満
奉
天
博
物
館
的
成
立
与
首
任
館
長
楊
鍾

　
　
義
」
六
六
五
頁
）
。

（
3
4
）
　
岡
一
朗
編
『
満
洲
国
職
員
録
』
斉
藤
印
刷
所
出
版
部
、
一
九

　
　
三
三
年
、
一
四
七
頁
。

（
3
5
）
　
三
宅
自
身
の
回
想
録
に
よ
る
と
、
当
時
彼
は
国
立
博
物
館
の

　
　
嘱
託
で
あ
り
、
ま
た
「
満
洲
国
」
か
ら
満
洲
国
古
蹟
古
物
名
勝
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天
然
記
念
物
（
文
化
財
）
調
査
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
た
と
い

　
　
う
（
三
宅
俊
成
『
在
満
二
十
六
年
遺
跡
探
査
と
わ
が
人
生
の
回

　
　
想
』
三
宅
中
国
古
代
文
化
調
査
所
、
一
九
八
五
年
、
一
八
三
頁
）
。

（
3
6
）
　
杉
村
勇
造
著
・
杉
村
棟
編
『
八
十
路
－
杉
村
勇
造
遺
稿
集
」

　
　
（
私
家
本
）
一
九
八
〇
年
、
＝
二
六
頁
。

（
3
7
）
　
李
文
信
『
李
文
信
考
古
文
集
（
増
訂
本
）
』
遼
寧
人
民
出
版

　
　
社
、
二
〇
〇
九
年
、
八
九
九
頁
。

（
3
8
）
　
遠
藤
隆
次
「
満
洲
国
国
立
中
央
博
物
館
の
機
構
」
『
博
物
館

　
　
研
究
』
一
二
ー
二
、
一
九
三
九
年
、
四
頁
。

（
3
9
）
　
『
国
立
中
央
博
物
館
時
報
』
一
、
一
二
頁
及
び
『
国
立
中
央

　
　
博
物
館
時
報
』
二
、
二
〇
頁
。

（
4
0
）
　
た
だ
し
、
全
の
指
摘
に
資
料
的
な
裏
付
け
は
無
い
（
全
京
秀

　
　
「
韓
国
博
物
館
史
に
お
け
る
表
象
の
政
治
人
類
学
－
植
民
地
主

　
　
義
、
民
族
主
義
、
そ
し
て
展
望
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
ー
」

　
　
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
二
四
－
二
、
一
九
九
九
年
、

　
　
二
七
一
－
二
七
二
頁
）
。
全
の
い
う
専
門
家
の
抑
留
と
は
、
例

　
　
え
ば
有
光
教
一
が
一
九
四
六
年
六
月
ま
で
総
督
府
博
物
館
で
展

　
　
示
品
の
整
理
、
古
蹟
の
保
存
施
設
の
事
務
を
指
導
し
、
慶
州
の

　
　
古
墳
発
掘
調
査
に
も
関
わ
っ
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
（
藤

　
　
田
亮
策
「
朝
鮮
古
文
化
財
の
保
存
」
『
朝
鮮
学
報
』
一
、
一
九

　
　
五
一
年
、
二
四
七
頁
及
び
梅
原
末
治
「
日
韓
併
合
の
期
間
に
行

　
　
な
わ
れ
た
半
島
の
古
蹟
調
査
と
保
存
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
一

　
　
考
古
学
徒
の
回
想
録
」
『
朝
鮮
学
報
」
五
一
、
一
九
六
九
年
、

　
　
一
四
七
頁
）
。

（
4
1
）
　
遼
寧
省
博
物
館
蔵
宝
録
編
輯
委
員
会
『
遼
寧
省
博
物
館
蔵
宝

　
　
録
（
中
国
珍
宝
鑑
賞
叢
書
）
」
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
五

　
　
年
、
前
言
。

（
4
2
）
　
藤
田
亮
策
「
朝
鮮
考
古
学
略
史
」
『
ド
ル
メ
ン
』
四
－
三
、

　
　
岡
書
院
、
一
九
三
五
年
、
一
六
頁
。

（
4
3
）
　
『
博
物
館
報
』
一
ー
一
、
五
－
一
四
頁
。
な
お
、
一
九
三
三

　
　
年
二
月
時
点
の
本
館
展
示
室
は
「
ホ
ー
ル
」
コ
ニ
国
時
代
古
墳

　
　
出
土
品
」
「
楽
浪
帯
方
郡
時
代
遺
物
」
「
絵
画
・
壁
画
模
写
」

　
　
「
高
麗
李
朝
時
代
工
芸
品
及
仏
教
関
係
遺
物
」
と
「
中
亜
細
亜

　
　
将
来
品
陳
列
室
」
（
目
修
政
殿
）
で
あ
っ
た
（
小
泉
顕
夫
「
朝

　
　
鮮
博
物
館
見
学
旅
日
記
」
『
ド
ル
メ
ン
」
四
－
三
、
岡
書
院
、

　
　
一
九
三
五
年
、
三
二
⊥
三
ハ
頁
。

（
4
4
）
　
『
博
物
館
報
」
四
、
一
九
三
三
年
、
二
九
頁
。

（
4
5
）
　
以
下
断
り
の
無
い
限
り
、
三
宅
宗
悦
「
奉
天
博
物
館
展
望
」

　
　
『
国
立
中
央
博
物
館
時
報
』
四
、
　
一
九
四
〇
年
、
二
〇
ー
二
五

　
　
頁
。

（
4
6
）
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
R
e
f
・
〇
五
〇
一
六
〇
五
七

　
　
九
〇
〇
「
満
洲
国
立
博
物
館
陳
列
陶
氏
碑
石
購
入
助
成
銀
四
〇

　
　
〇
〇
元
昭
和
九
年
七
月
」
（
外
務
省
外
交
史
料
館
H
門
六
類

　
　
「
日
満
文
化
協
会
関
係
雑
件
／
経
費
関
係
第
一
巻
」
）
。

（
4
7
）
　
満
洲
国
文
教
部
編
集
発
行
『
文
教
月
報
』
一
八
、
一
九
三
六

　
　
年
、
五
七
頁
。

（
4
8
）
　
渤
海
東
京
城
調
査
の
第
一
回
調
査
は
、
一
九
三
三
年
六
月
六

　
　
日
～
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
原
田
淑
人
（
東
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京
帝
国
大
学
考
古
学
担
当
助
教
授
）
・
池
内
宏
（
東
京
帝
国
大

　
　
学
東
洋
史
担
当
教
授
）
・
駒
井
和
愛
（
東
京
帝
国
大
学
考
古
学

　
　
担
当
助
手
）
・
島
村
孝
三
郎
（
東
亜
考
古
学
会
幹
事
）
・
水
野
清

　
　
一
（
京
都
東
方
文
化
学
院
研
究
員
）
・
外
山
軍
治
（
京
都
帝
国

　
　
大
学
大
学
院
生
）
・
羽
舘
易
（
東
方
文
化
研
究
所
）
・
鳥
山
査
二

　
　
（
京
城
帝
国
大
学
東
洋
史
担
当
教
授
）
・
金
銃
繊
（
「
満
洲
国
」

　
　
国
立
図
書
館
副
館
長
）
・
金
九
経
（
「
満
洲
国
」
国
立
図
書
館
口
8
・

　
　
村
田
治
郎
（
大
連
工
業
専
門
学
校
教
授
）
。
第
二
回
調
査
は
、

　
　
一
九
三
四
年
五
月
二
〇
日
～
六
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
。
参
加

　
　
者
は
、
前
回
参
加
者
と
、
新
た
に
矢
島
恭
介
（
東
京
帝
室
博
物

　
　
館
員
）
・
三
上
次
男
（
満
蒙
文
化
研
究
所
）
、
第
一
回
調
査
に
参

　
　
加
し
た
金
銃
繊
に
代
わ
り
王
興
義
（
「
満
洲
国
」
文
教
部
宗
教

　
　
課
長
）
が
加
わ
っ
た
（
酒
寄
雅
志
「
東
亜
考
古
学
会
の
東
京
城

　
　
調
査
」
『
東
亜
考
古
学
会
と
近
代
日
本
の
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』

　
　
平
成
一
六
年
度
～
平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

　
　
研
究
（
C
）
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
七
年
、
ニ
ー
一
五

　
　
頁
）
。

（
4
9
）
　
国
立
博
物
館
の
陳
列
品
解
説
に
、
「
た
つ
た
一
枚
の
古
銭
と

　
　
は
云
へ
、
…
…
満
洲
と
日
本
と
の
関
係
と
云
ふ
も
の
が
決
し
て

　
　
近
代
に
始
ま
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
千
年
の
昔
か
ら
切
つ
て
も

　
　
切
れ
な
い
関
係
に
あ
つ
た
事
を
雄
弁
に
物
語
る
日
満
両
国
の
国

　
　
宝
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
」
と
あ
る
（
三
宅
宗
悦
「
奉
天
博
物
館

　
　
展
望
」
『
国
立
中
央
博
物
館
時
報
』
四
、
二
四
－
二
五
頁
）
。

（
5
0
）
　
李
文
信
「
日
冠
在
東
北
文
化
侵
略
的
罪
行
」
『
李
文
信
考
古

　
　
文
集
』
一
四
九
1
一
五
二
頁
（
初
出
は
『
文
物
参
考
資
料
』
第

　
　
二
巻
第
九
期
、
一
九
五
一
年
）
。
李
文
信
は
こ
の
よ
う
な
指
摘

　
　
を
し
て
は
い
る
が
、
本
稿
注
四
八
に
あ
る
よ
う
に
一
九
三
三
年
・

　
　
一
九
三
四
年
の
渤
海
東
京
城
調
査
に
参
加
し
て
い
な
い
。
李
が

　
　
日
本
人
研
究
者
主
導
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
の
は
、
一
九
三

　
　
五
年
八
月
に
、
黒
田
源
次
・
竹
島
卓
一
等
に
よ
る
遼
の
慶
陵
の

　
　
調
査
か
ら
で
あ
る
（
「
李
文
信
学
術
年
表
」
『
李
文
信
考
古
文
集
』

　
　
八
九
九
頁
）
。

（
5
1
）
　
「
和
同
開
弥
」
と
「
飛
鳥
奈
良
文
化
展
覧
会
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
拙
稿
「
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
の
展
示
に
お
け
る
「
満
洲
色
」

　
　
の
創
出
⊥
局
句
麗
・
渤
海
・
遼
の
古
蹟
調
査
を
背
景
と
し
て
ー
」

　
　
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
二
五
、
二
〇
一
〇
年
、
＝
二
六
i
一

　
　
三
七
頁
。

（
5
2
）
　
三
枝
朝
四
郎
編
『
飛
鳥
奈
良
文
化
展
覧
会
』
満
日
文
化
協
会
、

　
　
一
九
四
〇
年
、
五
頁
。

（
5
3
）
　
拙
稿
「
「
満
洲
国
」
国
立
博
物
館
の
展
示
に
お
け
る
「
満
洲

　
　
色
」
の
創
出
－
高
句
麗
・
渤
海
・
遼
の
古
蹟
調
査
を
背
景
と
し

　
　
て
ー
」
　
三
九
頁
。

（
5
4
）
　
早
乙
女
雅
博
「
関
野
貞
と
朝
鮮
古
蹟
調
査
」
『
関
野
貞
日
記
』

　
　
七
五
九
頁
。
以
下
、
断
り
の
無
い
限
り
、
関
野
に
関
し
て
は

　
　
『
関
野
貞
日
記
』
を
参
照
。

（
5
5
）
　
『
博
物
館
報
』
三
、
一
九
三
三
年
、
一
頁
。

（
5
6
）
　
早
乙
女
雅
博
「
総
論
植
民
地
期
の
朝
鮮
考
古
学
」
『
月
刊
考

　
　
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
九
六
、
二
〇
一
〇
年
、
五
頁
。
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（
5
7
）
　
『
博
物
館
報
』
三
、
↓
頁
。

（
5
8
）
　
鄭
仁
盛
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
「
古
蹟
調
査
」
の
記
憶
－

　
　
関
野
貞
に
よ
る
楽
浪
遺
蹟
の
調
査
・
研
究
」
早
稲
田
大
学
朝
鮮

　
　
文
化
研
究
所
編
『
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
「
朝
鮮
文
化
」
一
朝
鮮

　
　
総
督
府
「
朝
鮮
古
蹟
調
査
事
業
」
を
め
ぐ
っ
て
』
（
二
一
世
紀

　
　
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
童
目
）
、
早
稲
田

　
　
大
学
朝
鮮
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
一
七
頁
。

（
5
9
）
　
「
満
鮮
史
」
は
、
日
露
戦
争
後
、
朝
鮮
と
中
国
東
北
（
「
満
洲
」
）

　
　
を
一
つ
の
歴
史
地
理
的
空
間
と
み
な
し
、
同
時
期
に
日
本
の
東

　
　
洋
史
学
の
一
翼
を
担
い
、
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
。
「
満
鮮
史
」

　
　
研
究
の
な
か
で
朝
鮮
は
単
な
る
地
域
概
念
と
さ
れ
、
朝
鮮
史
の

　
　
自
主
性
は
否
定
さ
れ
た
。
「
満
鮮
吏
」
の
代
表
的
な
研
究
者
は
、

　
　
白
鳥
庫
吉
と
稲
葉
岩
吉
で
、
一
九
〇
八
年
に
は
白
鳥
が
後
藤
新

　
　
平
の
支
援
を
受
け
て
、
満
鮮
歴
史
地
理
調
査
室
（
正
式
名
称
は

　
　
「
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
歴
史
調
査
室
」
）
を
創
設
し
た
。
彼
ら

　
　
の
「
満
鮮
」
観
の
特
徴
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島
の
支
配
の
た
め

　
　
に
は
、
遼
東
半
島
も
併
せ
て
領
有
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

　
　
し
た
点
と
、
そ
の
歴
史
的
根
拠
を
高
句
麗
の
歴
史
的
存
在
に
求

　
　
め
た
点
で
あ
る
（
旗
田
魏
「
日
本
人
の
朝
鮮
観
」
旗
田
魏
ほ
か

　
　
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
講
座
皿
日
本
と
朝
鮮
』
勤
草
書
房
、
　
一

　
　
九
六
五
年
、
三
七
－
三
八
頁
及
び
井
上
直
樹
「
日
露
戦
争
後
の

　
　
日
本
の
大
陸
政
策
と
「
満
鮮
史
」
1
高
句
麗
史
研
究
の
た
め
の

　
　
基
礎
的
考
察
1
」
『
洛
北
史
学
』
八
、
二
〇
〇
六
年
、
六
〇
1

　
　
六
一
頁
及
び
中
見
立
夫
「
日
本
的
「
東
洋
学
」
の
形
成
と
構
図
」

　
　
『
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
』
三
、
二
〇
〇
六
年
、
三
七
頁
。

（
6
0
）
　
寺
内
威
太
郎
「
「
満
鮮
史
」
研
究
と
稲
葉
岩
吉
」
『
植
民
地
主

　
　
義
と
歴
史
学
』
二
〇
〇
四
年
、
四
二
頁
。

（
6
1
）
　
『
博
物
館
報
』
一
ー
一
、
三
頁
。

（
6
2
）
　
『
博
物
館
報
』
一
1
一
、
六
頁
。

（
6
3
）
　
小
泉
顕
夫
「
朝
鮮
博
物
館
見
学
旅
日
記
」
三
三
頁
。

（
6
4
）
　
『
博
物
館
報
』
五
、
二
七
頁
。

（
6
5
）
　
『
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
陳
列
品
絵
葉
書
第
三
編
（
其
ノ
ニ
）
』

　
　
及
び
『
博
物
館
報
」
一
－
一
、
一
〇
頁
及
び
朝
鮮
総
督
府
『
博

　
　
物
館
陳
列
品
図
鑑
』
第
三
輯
（
発
行
年
記
載
無
し
）
。

（
6
6
）
　
『
博
物
館
報
』
一
－
一
、
一
〇
頁
。

（
6
7
）
　
小
泉
顕
夫
「
朝
鮮
博
物
館
見
学
旅
日
記
」
三
四
頁
。

（
6
8
）
　
『
博
物
館
報
』
四
、
二
九
頁
。

（
6
9
）
　
『
博
物
館
報
』
一
1
一
、
一
一
頁
。

（
7
0
）
　
全
京
秀
「
韓
国
博
物
館
史
に
お
け
る
表
象
の
政
治
人
類
学
ー

　
　
植
民
地
主
義
、
民
族
主
義
、
そ
し
て
展
望
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ

　
　
リ
ズ
ム
ー
」
二
五
三
頁
。

（
7
1
）
　
宮
里
修
「
戦
前
の
朝
鮮
に
お
け
る
石
器
時
代
の
調
査
研
究
に

　
　
つ
い
て
」
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
植
民
地
朝
鮮
と
日
本
の
帝
国
支

　
　
配
』
緑
蔭
童
旦
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
八
－
七
九
頁
。

（
7
2
）
　
早
乙
女
雅
博
『
世
界
の
考
古
学
⑩
朝
鮮
半
島
の
考
古
学
』
同

　
　
成
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
頁
。

（
7
3
）
　
「
施
政
二
十
五
年
史
』
五
三
三
頁
。

（
7
4
）
　
吉
井
秀
夫
「
植
民
地
時
代
慶
州
に
お
け
る
古
蹟
調
査
事
業
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古
蹟
調
査
を
中
心
に
ー
」
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
九

　
六
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
頁
。

（
7
5
）
　
千
田
剛
道
「
植
民
地
朝
鮮
の
博
物
館
－
慶
州
古
蹟
保
存
会
と

　
博
物
館
1
」
『
帝
塚
山
大
学
教
養
学
部
紀
要
』
四
四
、
一
九
九

　
五
年
、
ニ
ー
三
頁
。

（
7
6
）
　
『
博
物
館
研
究
』
＝
丁
四
、
一
九
三
九
年
、
六
頁
。

（
7
7
）
　
『
博
物
館
研
究
』
一
ニ
ー
一
〇
、
一
九
三
九
年
、
三
頁
。

（
7
8
）
　
『
施
政
二
十
五
年
史
』
九
一
二
頁
。

（
7
9
）
　
『
博
物
館
研
究
』
四
1
＝
、
一
九
三
一
年
、
六
頁
。

（
8
0
）
　
『
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
遺
稿
H
公
州
宋
山
里
第
二
九
号
墳
高
霊

　
主
山
第
三
九
号
墳
発
掘
調
査
報
告
一
九
三
三
、

　
二
頁
。

（
8
1
）
　
『
施
政
二
十
五
年
史
』
九
＝
二
頁
。

一
九
三
九
』
九
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Politics　within　the　Historical　and　Archaeological　Museum　of

Former　Japanese　Colonial　Governments：ACase　Study　of　the

National　Museum　of　Manchukuo　and　the　Government－General

Museum　of　Korea

OIDE　Shoko

Key　words：①Manchukuo（「満洲国」），②Chosen（朝鮮），③Museum

（博物館），④Archaeological　survey（古蹟調査），⑤Exhibition（展示）

　　　This　research　is　a　comparative　study　highlighting　the　differences

between　the　Government－General　Museum　of　Korea，　a　museum　that

served　as　the　national　museum　of　Korea　under　the“official　empire，”

and　the　National　Museum　of　Manchukuo　that　served　as　the　national

museum　under　the“unofficial　empire”of　Manchukuo．　This　study

specifically　focuses　on　the　backgrounds　and　goals　of　the　museum

establishments，　building　locations，　managerial　organization，　histori－

cal　accounts　of　artifacts，　and　the　exhibits　of　each　museum．　The

relations　between　each　of　these　areas　and　the　colonial　policies　affecting

each　museum　were　then　compared．

　　　The　result　of　the　analysis　of　academic　sources　and　historical

surveys　shows　that　the　displays　at　the　Government－General　Musgum

of　Korea　demonstrated　the　theme“unity　of　Japan　and　Korea．”Irl

contrast，　the　National　Museum　of　Manchukuo　exhibitions　were　found

to　focus　on　goodwill　and　the　strengthening　of　friendship　between

Japan　and　Manchukuo．　Despite　this，　the　activities　of　the　National

Museum　of　Manchukuo　reflected　in　changes　seen　in　the　exhibitions，

were　represented　by“Manchurian　history”that　rejected　the　reinsta－

tement　of　the　Qing　dynasty．


